
　
小
川
英
次
学
長
の
一
期
目
の

任
期
満
了
に
伴
う
学
長
選
挙
が

十
二
月
に
行
わ
れ
、

小
川
学
長
が
圧
倒
的

多
数
の
票
を
獲
得
し

て
再
選
さ
れ
た
。
小

川
学
長
は
四
月
一
日

か
ら
二
期
目
に
入
る
。

任
期
は
二
〇
〇
八
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
四
年
間
。�

　
小
川
学
長
は
一
九
三
一
年
一

月
生
ま
れ
、
七
十
三
歳
。
名
古

屋
大
学
経
済
学
部
長
兼
大
学
院

経
済
学
研
究
科
長
な
ど
を
経
て
、

一
九
九
四
年
本
学
経
営
学
部
教

授
と
な
り
、
二
〇
〇
〇
年
四
月

か
ら
学
長
を
務
め
て
い
る
。�

　
就
任
以
来
、
学
生
の
立
場
に

た
つ
、
真
に
魅
力
あ
る
大
学
づ

く
り
に
邁
進
。
二
〇
〇
〇
年
九

月
、
学
長
と
し
て
の
所
信
「
中

京
大
学
に
お
け
る
教
育
改
革
に

つ
い
て
」
を
表
明
、
次
々
と
懇

談
会
や
委
員
会
を
設
立
し
、
自

ら
座
長
・
委
員
長
と
な
っ
て
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
や
授
業
方
法
の
改

善
、
Ｆ
Ｄ
（
教
員
の
教
育
能
力

の
向
上
）
活
動
、
教
育
の
情
報

化
、
Ｉ
Ｔ
技
術
の
教
育
へ
の
導

入
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。�

　
改
革
の
た
め
の
活
動
は
、
セ

メ
ス
タ
ー
制
導
入
や
Ｆ
Ｄ
活
動

の
活
発
・
継
続
化
、
授
業
改
善

の
た
め
の
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
の

実
施
、
授
業
の
情
報
化
の
推
進

な
ど
多
く
の
成
果
を
挙
げ
て
い

る
。�

（
７
面
に
小
川
学
長
の
二
期
目

へ
の
決
意
と
抱
負
を
掲
載
）�

　
二
〇
〇
三
年
度
の
卒
業
式
は

三
月
十
九
日
、
名
古
屋
市
民
会

館
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。�

　
九
研
究
科
十
四
専
攻
の
大
学

院
生
九
二
人（
博
士
課
程
七
人
、

修
士
課
程
八
五
人
）と
、
九
学

部
十
三
学
科
の
学
部
生
三
、
〇

六
一
人
の
卒
業
生
が
、
緊
張
と

喜
び
を
胸
に
旅
立
っ
た
。�

　
二
〇
〇
〇
年
に
開
設
し
た
情

報
科
学
部
メ
デ
ィ
ア
科
学
科
と
、

同
年
文
学
部
心
理
学
科
か
ら
改

組
転
換
し
た
心
理
学
部
は
、
そ

れ
ぞ
れ
初
め
て
の
卒
業
生
（
メ

デ
ィ
ア
一
三
二
人
、
心
理
一
九

一
人
）
を
出
し
た
。�

　
式
は
、
午
前
に
社
会
、
法
、

情
報
科
、
体
育
の
四
学
部
と
大

学
院
研
究
科
、
午
後
に
文
、
心

理
、
経
済
、
経
営
、
商
の
五
学

部
と
大
学
院
研
究
科
の

二
回
に
分
け
て
挙
行
。

式
典
に
先
立
ち
、
文
化

会
吹
奏
楽
団
の
学
生
た

ち
に
よ
る
祝
典
演
奏
が
流
れ
た
。�

　
初
め
に
、
各
大
学
院
研
究
科

の
修
了
生
に
学
位
記
、
各
学
部

の
卒
業
生
に
卒
業
証
書
・
学
位

記
が
各
代
表
者
に
授
与
さ
れ
た
。

引
き
続
き
、
成
績
優
秀
者
に
優

等
賞
、
課
外
活
動
の
功
績
者
に

創
立
者
賞
が
贈
ら
れ
た
。�

　
小
川
英
次
学
長
は
式
辞
で
、

梅
村
清
弘
総
長
・
理
事
長
は
祝

辞
で
卒
業
生
を
讃
え
、
社
会
人

と
し
て
一
層
の
研
鑚
と
飛
躍
を

期
待
す
る
言
葉
を
贈
っ
た
。�

　
最
後
に
全
員
で
学
歌
を
斉
唱
。

式
は
名
古
屋
二
期
会
会
員
に
よ

る
歓
送
の
歌
で
幕
を
閉
じ
た
。�

（
２
・
３
面
に
式
辞
・
祝
辞
の

大
要
、
各
賞
受
賞
者
名
を
掲
載
）�

　
本
学
の
二
〇
〇
四
年
度
入
学

試
験
の
総
志
願
者
数
は
、
二
五
、
二
九
七
人
で
、
前
年
比
三
、
二

〇
〇
人
（
一
四
・
五
％
）
の
増

加
と
な
り
、
二
年
ぶ
り
に
二
万

五
千
人
を
超
え
た
。
私
立
大
学

全
体
の
志
願
者
が
平
均
五
％
減

少
し
て
い
る
中
、
本
学
へ
の
志

願
者
は
大
幅
に
伸
び
た
。�

　
学
部
・
学
科
の
新
設
、
改
編

の
ほ
か
、
セ
メ
ス
タ
ー
制
導
入
、

授
業
情
報
化
の
推
進
、
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
充
実
な
ど
の

「
教
育
環
境
の
整
備
」
に
対
す

る
取
り
組
み
が
社
会
的
に
評
価

さ
れ
た
た
め
と
み
ら
れ
る
。�

　
本
学
初
の
工
学
部
と
し
て
、

今
春
四
月
に
新
設
す
る
生
命
シ

ス
テ
ム
工
学
部
は
、
定
員
（
一

五
〇
人
）
の
四
倍
強
、
六
一
四

人
の
志
願
者
を
集
め
た
。�

（
10
面
に
関
連
記
事
）�

多
数
の
父
母
が
見
守
る
中
、厳
粛
に
行
わ
れ
た
卒
業
式�

小
川
英
　
　
次

学
長
を
再
選�

学
生
本
位
の
改
革
に
弾
み�
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学
部
三
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六
一
人 

大
学
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二
人�

心
理
学
部
、メ
デ
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科
学
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初�

志
願
者
二
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大
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／
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／
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／
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●
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等
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／
リ
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ワ
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／
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踊
発
表
会
／
文
学
部
講
演
会�

●
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川
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目
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Ａ
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●
ロ
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／
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／
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一
九
三
一
年
（
昭
和
六
年
）

生
ま
れ
、
七
十
二
歳
の
森
峰
男

さ
ん
が
、
文
学
部
国
文
学
科
を

卒
業
、
五
十
年
間
持
ち
続
け
て

き
た
目
標
を
達
成
し
た
。�

　
森
さ
ん
は
、
国
民
学
校
高
等

科
卒
業
を
控
え
た
一
九
四
五
年

六
月
、
空
襲
で
三
重
県
四
日
市

市
の
家
を
焼
失
。
現
在
の
三
菱

化
学
四
日
市
事
業
所
を
定
年
退

職
す
る
ま
で
進
学
の
思
い
を
断

ち
切
っ
て
き
た
が
、
退
職
後
も

家
庭
の
事
情
な
ど
で
実
現
せ
ず
、

六
十
四
歳
に
な
っ
て
や
っ
と
県

立
四
日
市
北
高
校
（
定
時
制
）

に
入
学
、
二
〇
〇
〇
年
本
学
の

社
会
人
入
試
を
パ
ス
し
た
。�

　
「
一
日
一
日
が
速
く
、
張
り

合
い
の
あ
る
大
学
四
年
間
で
し

た
」
と
森
さ
ん
。
勉
学
だ
け
で

な
く
、
五
十
歳
も
若
い
ゼ
ミ
生

た
ち
と
の
交
流
を
大
切
に
し
て

き
た
。
ゼ
ミ
生
で
森
さ
ん
と
同

じ
年
の
祖
父
を
も
つ
安
井
淳
平

さ
ん
は
「
七
十
を
超
え
て
、
な

お
も
挑
戦
を
続
け
る
姿
に
感
動

し
ま
し
た
」
と
語
っ
て
い
る
。�

　
森
さ
ん
の
卒
論
テ
ー
マ
は
「
小

林
一
茶
の
人
と
作
品
」
。
三
十

数
年
前
か
ら
俳
句
を
学
ん
で
い

る
森
さ
ん
は
、
小
林
一
茶
の
作

品
が
好
き
で
、
足
跡
を
辿
り
な

が
ら
丹
念
に
調
べ
上
げ
た
。
指

導
し
た
原
國
人
教
授
は
「
森
さ

ん
の
生
き
方
、
在
り
方
が
論
に

表
わ
れ
、
若
い
学
生
の
よ
い
手

本
と
な
っ
た
」
と
評
し
た
。�

���

　
モ
ッ
ト
ー
は
『
青
春
と
は
、

人
生
の
あ
る
時
期
を
い
う
の
で

は
な
く
、
心
の
状
態
を
い
う
』
。

七
十
代
の
青
春
を
謳
歌
し
て
い

る
森
さ
ん
は
、
お
孫
さ
ん
か
ら

「
夢
追
い
じ
い
ち
ゃ
ん
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
。�

　
四
月
か
ら
は
、
俳
句
を
ベ
ー

ス
に
し
た
随
筆
の
自
費
出
版
を

目
指
し
て
、「
書
き
ま
く
り
」
人

生
の
ス
タ
ー
ト
に
意
欲
的
だ
。�

　
一
宮
北
）
川
西
亜
希
子（
体
・
大�

阪
・
四
天
王
寺
）▼
ス
キ
ー
部
　

井
佐
浩
美（
体
・
新
潟
・
小
千
谷
）

▼
サ
ッ
カ
ー
部
　
小
川
孝
行
（
体
・

長
崎
・
海
星
）鈴
村
真
平
（
体
・
愛

知
・
中
京
大
学
附
属
中
京
）
▼
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
部
　
森
健
禎
（
体
・

岐
阜
・
中
京
）
▼
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

部
（
男
子
）
木
下
国
大
（
体
・
愛

知
・
岡
崎
城
西
）名
倉
健
太
郎（
体
・

埼
玉
・
浦
和
実
業
学
園
）
赤
木
主

（
体
・
岡
山
・
岡
山
工
業
）
高
橋
亮

介
（
体
・
新
潟
・
新
潟
江
南
）
▼

準
硬
式
野
球
部
　
薄
井
貴
博（
体
・

愛
知
・
中
京
大
学
附
属
中
京
）
伊

東
裕
（
体
・
秋
田
・
秋
田
）
加
藤

祐
貴
（
体
・
愛
知
・
旭
野
）
芦
澤

雄
一
（
体
・
静
岡
・
富
士
宮
西
）

舟
橋
健
太
（
体
・
愛
知
・
東
邦
）

遠
藤
浩
正
（
体
・
山
梨
・
身
延
）

畑
圭
一
郎
（
体
・
京
都
・
東
山
）

松
尾
俊
季
（
体
・
愛
知
・
名
古
屋
）

貴
田
敬
也
（
体
・
静
岡
・
浜
松
商

業
）
藤
田
進
也
（
体
・
秋
田
・
秋

田
）
▼
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
　
渡
部

祐
子
（
社
・
山
形
・
米
沢
東
）
大

野
史
保
子
（
体
・
岐
阜
・
岐
阜
女

子
商
業
）
上
村
美
穂
（
体
・
岐
阜
・

岐
阜
女
子
商
業
）
高
山
美
紀
（
体
・

熊
本
・
氷
川
）
▼
剣
道
部
　
尾
崎

功
（
体
・
高
知
・
高
知
）
牛
草
英

泰
（
体
・
滋
賀
・
甲
西
）
青
木
真

人
（
体
・
広
島
・
広
島
皆
実
）
松

原
誠
一
郎（
体
・
香
川
・
尽
誠
学
園
）

梅
村
明
宏
（
体
・
愛
知
・
岡
崎
城

西
）
清
水
康
平（
体
・
大
阪
・
太
成
）

杉
山
舞
子
（
体
・
岐
阜
・
県
立
岐

阜
商
業
）
岩
田
佳
恵（
体
・
大
阪
・

Ｐ
Ｌ
学
園
）
澤
弘
子
（
体
・
大
阪
・

Ｐ
Ｌ
学
園
）木
村
友
佳
（
体
・
茨
城
・

水
戸
葵
陵
）
▼
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
　
三
輪
景
吾
（
体
・
愛
知
・

中
京
大
学
附
属
中
京
）
▼
ア
ル
テ

ィ
メ
ッ
ト
サ
ー
ク
ル
　
松
井
美
奈

（
体
・
愛
知
・
南
陽
）小
竹
里
紗（
体
・

北
海
道
・
札
幌
月
寒
）
平
井
絵
理

（
体
・
愛
知
・
春
日
井
）
池
村
陽
子

（
体
・
三
重
・
津
東
）
小
泉
志
保
（
体
・

愛
知
・
常
滑
北
）
菅
沼
茜
（
体
・

静
岡
・
浜
松
市
立
）
松
本
圭
代（
体
・

静
岡
・
静
岡
東
）
▼
世
界
移
植
者

ス
ポ
ー
ツ
水
泳
　
生
田
裕
也
（
体
・

愛
知
・
岡
崎
城
西
）�

◆
文
化
会
▼
書
道
部
　
荒
崎
靖
彦

（
文
・
富
山
・
高
岡
南
）
秋
山
静

香
（
文
・
愛
知
・
横
須
賀
）
佐
藤

文
香
（
文
・
愛
知
・
瑞
陵
）
若
山

有
希
子
（
文
・
愛
知
・
江
南
）
原

田
美
佳
（
文
・
愛
知
・
北
）
高
田

光
乃
（
文
・
愛
知
・
桜
花
学
園
）

山
口
亜
里
紗
（
文
・
三
重
・
四
日

市
）
宮
嶋
康
子
（
文
・
愛
知
・
犬

山
南
）
小
林
宏
嘉
（
経
済
・
福
島
・

郡
山
）
永
井
良
和
（
経
済
・
愛
知
・

栄
徳
）
▼
会
計
学
研
究
会
　
高
橋

孝
徳
（
経
済
・
岐
阜
・
大
垣
商
業
）�

◆
体
育
会
▼
幹
事
長
　
松
尾
俊
季

（
体
・
愛
知
・
名
古
屋
）�

◆
文
化
会
▼
幹
事
長
　
木
下
建
一

郎
（
心
・
福
井
・
羽
水
）�

◆
大
学
祭
実
行
委
員
会
▼
名
古
屋

委
員
長
　
池
谷
久
子
（
心
・
静
岡
・

浜
松
市
立
）
▼
豊
田
委
員
長
　
鈴

木
尊
則
（
社
・
愛
知
・
新
城
東
）�

���

◆
剣
道
部
　�

���

◆
真
島
史
帆（
体
・
滋
賀
・
高
島
）�

　
四
月
か
ら
国
立
大
学
が
法
人

化
さ
れ
る
な
ど
、
明
治
初
め
の

帝
国
大
学
設
置
令
以
来
の
大
改

革
が
行
わ
れ
る
の
を
は
じ
め
、

小
、
中
、
高
校
で
も
一
斉
に
、

教
育
力
の
向
上
を
め
ざ
し
た
改

革
が
始
ま
り
ま
す
。�

　
思
い
起
こ
す
の
は
、
一
九
八

〇
年
、
米
国
大
統
領
に
就
任
し

た
レ
ー
ガ
ン
の
教
育
重
視
の
姿

勢
で
す
。
当
時
、
米
国
は
鉄
鋼
、

自
動
車
な
ど
主
要
産
業
が
国
際

競
争
力
を
失
い
、
国
力
が
衰
退
、

将
来
へ
の
不
安
が
渦
巻
い
て
い

ま
し
た
。
レ
ー
ガ
ン
は
国
力
の

衰
退
は
教
育
の
崩
壊
に
あ
る
と

し
て
「
学
校
、

大
学
ほ
ど
重
要

な
所
は
な
い
」

と
宣
言
、
教
育

向
上
を
め
ざ
す

国
家
委
員
会
を

設
置
、
そ
の
提

言
に
基
づ
い
て
、
教
育
改
革
に

着
手
し
ま
し
た
。
な
か
で
も
注

目
さ
れ
た
の
は
学
び
続
け
る
社

会
、
ラ
ー
ニ
ン
グ
ソ
サ
イ
ア
テ

ィ
の
創
設
、
生
涯
学
習
の
重
要

性
で
し
た
。�

　
み
な
さ
ん
が
出
て
い
く
社
会

は
厳
し
い
競
争
社
会
で
あ
り
、

個
人
の
能
力
が
問
わ
れ
る
「
実

力
社
会
」
で
も
あ
り
ま
す
。
か

つ
て
レ
ー
ガ
ン
政
権
が
設
置
し

た
委
員
会
は
提
言
の
中
で
「
時

代
に
対
応
し
た
技
能
や
能
力
、

教
育
水
準
を
も
た
な
い
も
の
は

公
民
権
を
奪
わ
れ
る
こ
と
に
等

し
い
こ
と
だ
」
と
宣
言
。｢

学
べ
、

学
べ｣

の
大
号
令
を
か
け
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
も
卒
業
で
勉
強
が
終

わ
っ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

時
代
に
挑
戦
し
て
い
く
た
め
に
、

さ
ら
に
深
く
、
広
く
学
ん
で
い

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。�

　
こ
れ
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず

常
に
学
び
、
常
に
体
を
鍛
え
、

何
事
に
も
真
剣
な
取
り
組
み
を

求
め
る
、
中
京
大
学
の
建
学
の

精
神
、
「
学
術
と
ス
ポ
ー
ツ
の

真
剣
味
の
殿
堂
た
れ
」
を
堅
持

し
て
、
実
践
し
て
い
く
こ
と
に

ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
な
る

ご
健
闘
を
祈
り
ま
す
。�

50年来の夢を追い、真剣なまなざしで学術論文にも
取り組む森さん�
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追
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┐
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二
十
一
世
紀
も
三
年
が
経
ち

ま
し
た
。
社
会
は
今
後
、
ど
う

変
わ
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。�

　
科
学
技
術
の
進
歩
は
止
ま
る

こ
と
が
な
い
で
し
ょ
う
。
情
報

通
信
技
術
は
中
長
期
的
に
は
大

き
く
発
展
し
、
最
近
流
行
の
ナ

ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
も
あ
ら
ゆ
る

産
業
分
野
に
影
響
を
与
え
る
で

し
ょ
う
。
脳
の
科
学
、
人
間
の

免
疫
シ
ス
テ
ム
は
色
々
な
形
で

応
用
、
産
業
化
さ
れ
る
勢
い
に

あ
り
ま
す
、
皆
さ
ん
は
卒
業
後

も
科
学
と
技
術
の
動
き
に
関
心

を
持
ち
続
け
て
く
だ
さ
い
。�

　
社
会
改
革
、
経
済
シ
ス
テ
ム

の
改
変
が
進
ん
で
い
ま
す
。
基

本
的
に
重
要
な
の
は
、
社
会
的

正
義
が
貫
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
で
す
。
企
業
を
は
じ

め
組
織
の
経
営
手
法
に
科
学
性

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
も
注

目
し
ま
し
ょ
う
。
戦
略
展
開
、

市
場
開
発
、
製
品
開
発
、
リ
ス

ク
管
理
に
お
い
て
著
し
い
洗
練

が
み
ら
れ
ま
す
。
科
学
す
る
心
、

進
歩
に
前
向
き
に
取
り
組
む
姿

勢
を
持
ち
続
け
ま
し
ょ
う
。�

　
私
た
ち
は
社
会
の
中
で
ど
の

よ
う
な
自
分
で
あ
っ
た
ら
よ
い

で
し
ょ
う
か
。
日
本
あ
る
い
は

世
界
を
舞
台
に
活
躍
す
る
に
は

何
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

は
、
関
係
す
る
組
織
に
あ
っ
て

活
性
化
の
た
め
の
一
員
と
な
る

こ
と
で
す
。
独
創
性
、
ユ
ー
モ

ア
の
セ
ン
ス
、
美
し
い
も
の
を

美
し
い
と
思
う
瑞
々
し
い
感
性

こ
そ
が
期
待
さ
れ
ま
す
。�

　
本
学
の
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
は
元
気

で
明
る
く
、
前
向

き
で
、
挑
戦
的
で

あ
る
こ
と
で
、
社

会
で
の
場
を
広
く

皆
さ
ん
の
前
に
開

拓
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
ま
さ
に

建
学
の
精
神
の
具
体
化
で
す
。

こ
れ
に
加
え
て
、
い
ま
申
し
上

げ
た
三
つ
の
二
十
一
世
紀
的
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
、
創
造
性
、
ユ
ー

モ
ア
の
セ
ン
ス
、
高
い
感
性
を

磨
い
て
く
だ
さ
い
。�

��

◆
文
学
部
▼
国
文
学
科
　
後
藤
久

珠
子
（
愛
知
・
瑞
陵
）
▼
英
文
学

科
　
大
庭
広
治
（
静
岡
・
磐
田
東
）�

◆
心
理
学
部
▼
心
理
学
科
　
牛
田

光
昭
（
愛
知
・
天
白
）�

◆
社
会
学
部
▼
社
会
学
科
　
宮
武

祐
子
（
香
川
・
丸
亀
城
西
）�

◆
法
学
部
▼
法
律
学
科
　
平
林
真

衣
子
（
愛
知
・
北
）�

◆
経
済
学
部
▼
経
済
学
科
　
高
橋

孝
徳
（
岐
阜
・
大
垣
商
業
）�

◆
経
営
学
部
▼
経
営
学
科
　
大
澤

亜
耶
（
愛
知
・
古
知
野
）�

◆
商
学
部
▼
商
学
科
　
小
泉
茜（
愛

知
・
愛
知
商
業
）�

◆
情
報
科
学
部
▼
情
報
科

学
科
　
福
田
正
則
（
愛
知
・

昭
和
）
▼
認
知
科
学
科
　

高
橋
未
知
（
宮
城
・
鼎
が

浦
）
▼
メ
デ
ィ
ア
科
学
科

久
原
政
彦
（
三
重
・
四
日

市
）�

◆
体
育
学
部
▼
体
育
科
学
科
　
市

村
美
生
子（
愛
知
・
春
日
井
東
）

▼
健
康
科
学
科
　
市
古
尚
代
（
愛

知
・
岡
崎
西
）�

��

◆
文
学
部
▼
国
文
学
科
　
伊
藤
紗

知
子
（
三
重
・
四
日
市
）
▼
英
文

学
科
　
長
澤
和
子
（
愛
知
・
豊
橋

東
）�

◆
心
理
学
部
▼
心
理
学
科
　
中
田

桂
子
（
愛
知
・
豊
田
西
）�

◆
社
会
学
部
▼
社
会
学
科
　
飯
田

一
絵
（
静
岡
・
浜
松
市
立
）�

◆
法
学
部
▼
法
律
学
科
　
加
藤
佳

緒
里
（
岐
阜
・
大
学
入
学
資
格
検

定
）�

◆
経
済
学
部
▼
経
済
学
科
　
近
藤

智
裕
（
岐
阜
・
多
治
見
）�

◆
経
営
学
部
▼
経
営
学
科
　
楠
本

憲
吾
（
愛
知
・
大
学
入
学
資
格
検

定
）�

◆
商
学
部
▼
商
学
科
　
北
川
博
子

（
愛
知
・
豊
橋
商
業
）�

◆
情
報
科
学
部
▼
情
報
科
学
科
　

内
藤
隆
文
（
愛
知
・
幸
田
）
▼
認

知
科
学
科
　
田
中
久
美
子（
愛
知
・

向
陽
）
▼
メ
デ
ィ
ア
科
学
科
　
常

川
千
鶴
（
富
山
・
富
山
第
一
）�

◆
体
育
学
部
▼
体
育
科
学
科
　
加

藤
祐
貴
（
愛
知
・
旭
野
）
▼
健
康

科
学
科
　
木
村
有
貴
（
滋
賀
・
守

山
）�

���������

◆
文
学
部
▼
国
文
学
科
　
下
田
妙

子
（
三
重
・
木
本
）
▼
英
文
学
科

　
早
川
真
理
（
愛
知
・
西
尾
）�

◆
心
理
学
部
▼
心
理
学
科
　
清
裕

美
子
（
愛
知
・
桜
台
）�

◆
社
会
学
部
▼
社
会
学
科
　
出
水

麻
希
子
（
石
川
・
金
沢
）�

◆
法
学
部
▼
法
律
学
科
　
川
口
く

る
み
（
愛
知
・
松
蔭
）�

◆
経
済
学
部
▼
経
済
学
科
　
西
岡

諭
史
（
奈
良
・
天
理
）�

◆
経
営
学
部
▼
経
営
学
科
　
井
上

章
子
（
愛
知
・
熱
田
）�

◆
商
学
部
▼
商
学
科
　
九
冨
赳
夫

（
香
川
・
高
松
商
業
）�

◆
情
報
科
学
部
▼
情
報
科
学
科
　

早
川
ま
ゆ
み
（
愛
知
・
津
島
）
▼

認
知
科
学
科
　
岡
崎
加
奈
（
愛
知
・

豊
田
西
）
▼
メ
デ
ィ
ア
科
学
科
　

林
慎
二
（
岐
阜
・
岐
阜
工
業
）�

◆
体
育
学
部
▼
体
育
科
学
科
　
玉

城
早
貴
子
（
沖
縄
・
知
念
）
▼
健

康
科
学
科
　
菅
沼
茜
（
静
岡
・
浜

松
市
立
）�
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◆
文
学
部
▼
国
文
学
科
　
松
下
愛

（
大
分
・
佐
伯
鶴
城
）
▼
英
文
学

科
　
小
野
田
真
弓（
愛
知
・
桜
台
）�

◆
心
理
学
部
▼
心
理
学
科
　
黒
島

英
美
（
愛
知
・
名
東
）
竹
田
佳
範

（
愛
知
・
享
栄
）�

◆
社
会
学
部
▼
社
会
学
科
　
山
岸

七
苗
（
富
山
・
魚
津
）
市
川
奈
津

子
（
愛
知
・
吉
良
）
高
橋
利
昌（
静

岡
・
浜
松
湖
南
）
寺
岡
春
香
（
愛

知
・
東
浦
）
興
津
誠
（
静
岡
・
静

岡
）
田
中
ゆ
き
よ
（
愛
知
・
豊
川
）

望
月
祐
美
（
静
岡
・
庵
原
）�

◆
法
学
部
▼
法
律
学
科
　
櫻
井
美

穂
（
岐
阜
・
各
務
原
西
）
加
藤
浩

二
（
愛
知
・
名
古
屋
南
）
川
口
瞳

（
愛
知
・
春
日
井
南
）
坂
口
恵
一（
愛

知
・
豊
橋
南
）
伊
藤
純
一（
愛
知
・

中
京
大
学
附
属
中
京
）
松
田
友
己

（
滋
賀
・
伊
吹
）宮
地
竜
二（
愛
知
・

中
京
大
学
附
属
中
京
）�

◆
経
済
学
部
▼
経
済
学
科
　
中
堂

園
圭
（
静
岡
・
富
士
宮
西
）
鈴
木

加
奈
子
（
愛
知
・
岡
崎
東
）
竹
内

晴
紀
（
東
京
・
日
本
大
学
豊
山
）

杉
山
弘
二
（
岐
阜
・
関
）
木
村
藍

子
（
愛
知
・
北
）
中
泉
達
也
（
長

野
・
辰
野
）
谷
田
敏
則
（
岐
阜
・

吉
城
）�

◆
経
営
学
部
▼
経
営
学
科
　
伊
藤

仁
（
愛
知
・
名
古
屋
学
院
）
柴
田

直
美
（
愛
知
・
西
春
）
金
光
功
司

（
愛
知
・
瀬
戸
西
）
猿
渡
裕
美（
愛

知
・
同
朋
）
菊
山
裕
規
（
愛
知
・

東
海
南
）
植
木
亜
希
子
（
愛
知
・

豊
橋
商
業
）
丸
地
俊
範
（
愛
知
・

中
京
大
学
附
属
中
京
）�

◆
商
学
部
▼
商
学
科
　
纓
坂
浩
司

（
富
山
・
桜
井
）
藤
村
ま
ど
か
（
愛

知
・
岩
倉
総
合
）
田
島
義
久
（
愛

知
・
津
島
北
）
内
藤
有
理
子
（
愛

知
・
岩
倉
総
合
）�

◆
体
育
学
部
▼
体
育
科
学
科
　
熊

木
一
元
（
新
潟
・
六
日
町
）
戸
苅

宏
美
（
愛
知
・
豊
丘
）
櫻
井
翼（
愛

知
・
新
川
）
山
本
玲
子
（
愛
知
・

岡
崎
）
大
川
靖
晃（
三
重
・
尾
鷲
）

岩
田
佳
恵
（
大
阪
・
Ｐ
Ｌ
学
園
）�

���

◆
体
育
会
▼
新
体
操
部
　
三
角
大

介
（
経
済
・
鹿
児
島
・
鹿
児
島
実

業
）
▼
陸
上
競
技
部
　
真
島
史
帆

（
体
・
滋
賀
・
高
島
）
角
尚
子（
体
・

鳥
取
・
境
）
三
牧
愛
（
体
・
大
阪
・

大
阪
薫
英
女
学
院
）
▼
水
泳
部
　

荒
川
直
美
（
体
・
京
都
・
綾
部
）

府
内
勇
希
（
体
・
熊
本
・
大
津
）

大
塚
雅
夢
（
体
・
神
奈
川
・
桐
光

学
園
）
竹
内
晴
紀
（
経
済
・
東
京
・

日
本
大
学
豊
山
）
▼
自
転
車
競
技

部
　
鈴
木
昭
博
（
体
・
愛
知
・
愛

知
工
業
大
学
名
電
）
▼
ス
ケ
ー
ト

部
　
荻
野
猛
司
（
経
済
・
愛
知
・�

晴れ姿で喜びいっぱいの卒業生たち�

（ 　　）�敬称略 カッコ内�
は出身校�

学

長

賞

�

学
部
長
賞�

同
窓
会
賞�

優

等

賞

�

創
立
者
賞�

式
　
辞�

小
川
　
英
次
学
長�

大
要�

栄
誉
の
受
賞�

お
め
で
と
う�

┐
独
創
性
└ ┐
ユ
ー
モ
ア
感
覚
└�

┐
瑞
々
し
い
感
性
└
磨
こ
う�

突き進む若人へ�
卒業式に寄せて�
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文
化
会
冬
季
リ
ー
ダ
ー
ズ
キ

ャ
ン
プ
は
、
二
月
三
〜
五
日
に

雪
の
降
る
岐
阜
県
益
田
郡
下
呂

町
で
行
わ
れ
、
百
五
十
人
を
超

え
る
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
今
回
は
、
各
ク
ラ
ブ
の
参
加

者
に
、
文
化
会
を
よ
り
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
に
「
文

化
会
説
明
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
部
長
・
会
計
・
一
般
と

分
か
れ
て
話
し
合
う
役
職
別
会

議
で
は
、
新
入
生
歓
迎
ス
テ
ー

ジ
の
あ
り
方
や
新
入
生
勧
誘
の

方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
意
見
を

出
し
合
い
ま
し
た
。�

　
各
ク
ラ
ブ
の
交
流
を
図
る
企

画
も
あ
り
、
有
意
義
な
も
の
と

な
り
ま
し
た
。
各
ク
ラ
ブ
が
こ

の
リ
ー
ダ
ー
ズ
キ
ャ
ン
プ
で
得

た
経
験
を
今
後
の
活
動
に
生
か

し
て
く
だ
さ
る
事
を
心
か
ら
願

っ
て
い
ま
す
。�

（
企
画
運
営
局
長
　
鷹
西
美
沙
）�

　
二
〇
〇
三
年
度
の
現
役
学
生

の
国
家
資
格
試
験
、
各
種
団
体
・

連
盟
な
ど
が
主
催
す
る
資
格
試

験
、
公
務
員
採
用
試
験
、
教
員

採
用
試
験
の
合
格
者
数
は
、
合

計
で
一
、
一
五
〇
人
、
前
年
比

二
六
五
人
の
増
加
と
な
っ
た
（
キ

ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
の
資
格

対
策
講
座
を
受
講
し
た
学
生
を

対
象
に
集
計
）
。�◆�

　
国
家
試
験
の
合
格
者
数
は
二

三
九
人
で
、
六
年
連
続
で
増
加

し
て
い
る
。
中
で
も
宅
地
建
物

取
引
主
任
者
の
合
格
者
数
は
前

年
比
一
・
九
倍
の
一
一
八
人
、

国
内
旅
行
業
務
取
扱
主
任
者
は

一
・
八
倍
の
六
四
人
に
な
り
、

伸
張
著
し
い
。�

　
公
務
員
採
用
試
験
は
、
国
家

Ⅱ
種
・
地
方
上
級
公
務
員
の
合

格
者
数
が
前
年
比
一
・
八
倍
の

一
四
人
、
地
方
公
務
員
・
警
官
・

消
防
官
な
ど
を
含
め
る
と
一
一

六
人
に
上
っ
た
。�

　
教
員
採
用
試
験
に
は
昨
年
比

三
倍
の
二
四
人
が
合
格
、
既
卒

者
を
合
わ
せ
る
と
八
八
人
が
教

鞭
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。�

　
年
々
、
資
格
取
得
に
取
り
組

む
学
生
は
増

加
し
て
お
り
、

二
〇
〇
三
年

度
は
四
、
〇

〇
〇
人
も
の

学
生
が
学
内

で
開
い
て
い

る
資
格
対
策

講
座
を
受
講

し
た
。
高
い

合
格
実
績
や

講
師
の
情
熱
に
、

よ
り
意
欲
を

か
き
立
て
ら
れ
、

合
格
を
勝
ち

取
っ
た
学
生

も
多
い
。�

　
一
方
で
、
資
格
対
策
講
座
を

受
け
な
が
ら
、
本
試
験
を
回
避

し
た
学
生
も
い
る
。
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
は
、
「
目
標
を
決
め

た
ら
、
何
が
な
ん
で
も
や
り
遂

げ
る
心
構
え
で
臨
む
」
よ
う
に

指
導
す
る
な
ど
、
教
育
・
指
導

体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。�

　
就
職
活
動
を
始
め
る
三
年
生

を
励
ま
し
応
援
す
る
、
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
主
催
の
就
職
激
励

会
が
、
今
年
も
一
月
二
十
六
日

に
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
、
二
十
八

日
に
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

か
れ
た
。�

　
会
場
の
教
室
を
埋
め
た
そ
れ

ぞ
れ
二
百
五
十
人
、
六
百
人
の

三
年
生
に
、
小
川
英
次
学
長
が

「
自
分
の
好
き
な
道
を
選
べ
ば
、

ど
ん
な
困
難
に
も
耐
え
き
れ
る
。

二
十
代
は
何
度
で
も
や
り
直
し

が
き
く
。
明
る
く
活
発
、
若
者

ら
し
く
元
気
が
よ
い
、
と
い
う

の
が
就
職
試
験
で
も
一
番
大
事
。

入
り
た
い
会
社
を
見
つ
け
た
ら

必
死
に
な
っ
て
立
ち
向
か
い
、

頑
張
り
抜
い
て
ほ
し
い
」
と
激

励
し
た
。�

　
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
鈴
木

清
美
部
長
は
、
一
部
の
業
種
に

明
る
い
兆
し
が
出
て
い
る
も
の

の
、
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
就
職
戦

線
の
現
状
を
説
明
。

「
就
職
成
功
の
鍵

は
一
に
も
二
に
も

勝
ち
抜
く
ん
だ
と

い
う
前
向
き
な
気

持
ち
。
企
業
の
担
当
者
も
、
積

極
性
や
明
朗
性
な
ど
の
人
間
性

を
重
視
し
て
い
る
」
と
話
し
た
。�

　
三
年
生
た
ち
は
緊
張
し
た
面

持
ち
だ
っ
た
が
、
最
後
に
全
員

で
拳
を
上
げ
て
、
「
頑
張
ろ
う
」

を
三
唱
し
、
就
職
活
動
に
乗
り

出
す
決
意
を
新
た
に
し
た
。�

　
体
育
会
の
第
三
十
七
回
リ
ー

ダ
ー
ズ
キ
ャ
ン
プ
が
二
月
十
一

―
十
三
日
に
三
重
県
鈴
鹿
市
で

行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
復
活
」
。

強
い
中
京
大
学
を
復
活
さ
せ
よ

う
と
、
加
盟
ク
ラ
ブ
の
主
将
・

主
務
と
体
育
会
役
員
で
話
し
合

い
、
練
習
に
打
ち
込
め
る
環
境

作
り
な
ど
、各
ク
ラ
ブ
か
ら
様
々

な
意
見
が
出
ま
し
た
。�

　
水
泳
部
顧
問
の
高
橋
繁
浩
体

育
学
部
助
教
授
が
、
現
役
時
代

の
経
験
な
ど
に
つ
い
て
講
演
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
復
活
す

る
た
め
の
課
題
が

見
え
て
き
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。�

　
各
ク
ラ
ブ
の
交

流
を
深
め
よ
う
と

親
睦
会
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
を

機
に
互
い
に
協
力
し
、

強
い
中
京
大
学
を

復
活
さ
せ
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。�

（
広
報
局
　
加
藤
歩
）�
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第
三
回
中
部
学
生
放
送
コ
ン

ク
ー
ル
の
Ｄ
Ｊ
（
デ
ィ
ス
ク
ジ

ョ
ッ
キ
ー
）
部
門
で
、
社
会
学

部
三
年
の
村
松
一
徳
さ
ん
が
優

勝
し
た
。�

　
同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
放
送
技

術
の
向
上
と
各
団
体
の
交
流
を

目
的
に
、
愛
知
学
院
大
学
放
送

研
究
会
が
主
催
し
て
い
る
。
今

年
度
は
十
二
月
十
三
日
に
同
大

学
で
行
わ
れ
、
Ｄ
Ｊ
部
門
に
は

六
大
学
の
代
表
が
出
場
し
た
。�

　
歌
手
で
パ
ー
ソ
ナ
リ
ー
構
成

作
家
の
北
川
と
み
さ
ん
、
Ｆ
Ｍ

愛
知
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
の
駒
村
真
さ
ん
ら
四

人
が
審
査
。
村
松
さ
ん
は
、
音

楽
の
合
間
に
、
親
友
の
大
切
さ

に
つ
い
て
語
り
、
ト
ッ
プ
の
成

績
を
収
め
た
。�

　
村
松
さ
ん
は
、
小
、
中
学
生

の
時
か
ら
学
内
放
送
な
ど
を
行

う
放
送
委
員
会
に
所
属
。
大
学

で
も
学
生
サ
ー
ク
ル
の
「
放
送

サ
ー
ク
ル
Ｔ
Ｍ
Ｐ
」
に
入
り
、

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
活

動
し
て
き
た
。
「
優
勝
で
き
て

う
れ
し
い
。
放
送
が
好
き
な
の

で
、
卒
業
後
も
こ
の
道
に
進
め

れ
ば
」
と
話
し
て
い
る
。�

　
法
学
部
四
年
岩
田
さ
ち
さ
ん

は
昨
年
四
月
、
愛
知
県
知
立
市

の
史
跡
八
橋
か
き
つ
ば
た
ま
つ

り
で
行
わ
れ
た
コ
ン
テ
ス
ト
で
、

応
募
者
百
三
十
人
の
中
か
ら
『
ミ

ス
か
き
つ
ば
た
』
に
選
ば
れ
た
。�

　
岩
田
さ
ん
は
、
知
立
市
の
観

光
Ｐ
Ｒ
や
、
保
育
園
児
に
交
通

安
全
の
マ
ナ
ー
を
呼
び
か
け
る

一
日
警
察
官
な
ど
、
ミ
ス
か
き

つ
ば
た
と
し
て
の
公
務
を
一
年

間
通
し
て
行
っ
て
き
た
。「
各
行

事
の
重
要
性
や
自
分
の
責
務
を

考
え
な
が
ら
行
動
し
、
充
実
し

た
毎
日
で
し
た
」
と
岩
田
さ
ん
。�

　
応
募
の
動
機
は
「
自
己
主
張

も
で
き
な
い
消
極
的
な
自
分
を

変
え
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
。

ミ
ス
か
き
つ
ば
た
と
し
て
活
動

し
て
い
く
中
で
、
自
分
か
ら
積

極
的
に
動
く
こ
と
の
大
切
さ
や

楽
し
さ
を
学
ん
だ
と
い
う
。�

　
岩
田
さ
ん
は
「
こ
の
一
年
間

は
勉
学
や
サ
ー
ク
ル
活
動
に
も

積
極
的
に
な
り
、
今
ま
で
に
な

い
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
明
る

い
表
情
で
語
っ
た
。�

　
情
報
科
学
研
究
科
博
士
課
程

三
年
の
稲
葉
洋
さ
ん
が
、
一
月

二
十
九
日
、
芸
術
科
学
会
論
文

誌
の
論
文
賞
を
受
賞
し
た
。�

　
同
学
会
は
、
芸
術
と
科
学
の

融
合
領
域
を
対
象
と
す
る
学
会
。

論
文
賞
は
、
年
四
回
発
行
す
る

論
文
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
を

対
象
に
選
考
、
本
年
度
は
十
九

論
文
の
う
ち
、
稲
葉
さ
ん
の
「
ス

ポ
ー
ツ
動
作
分
析
の
支
援
を
目

的
と
し
た
人
体
セ
ン
シ
ン
グ
情

報
の
可
視
化
提
示
法
」
を
含
め

二
論
文
が
受
賞
し
た
。�

　
稲
葉
さ
ん
は
、
計
算
機
内
の

仮
想
人
体
を
利
用
し
た
人
体
機

能
情
報
の
可
視
化
に
つ
い
て
研

究
。
動
作
計
測
時
に
得
ら
れ
る

筋
電
情
報
と
映
像
を
元
に
人
体

の
３
Ｄ
モ
デ
ル
を
構
築
、
計
測

部
位
を
色
の
変
化
で
可
視
化
し
、

Ｃ
Ｇ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
提
示

す
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。�

　
長
谷
川
純
一
教
授
が
指
導
し
、

北
川
薫
体
育
学
部
教
授
が
共
同

研
究
者
と
し
て
加
わ
っ
た
。�

　
子
供
会
が
行
う
イ
ベ
ン
ト
を

よ
り
楽
し
く
演
出
す
る
方
法
を

研
究
し
、
実
践
し
て
い
る
文
化

会
の
児
童
福
祉
活
動
ク
ラ
ブ
が
、

豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
の
子
供

会
か
ら
人
気
を
集
め
て
い
る
。

モ
ッ
ト
ー
は
「
子
供
心
を
忘
れ

な
い
」
「
子
供
と
同
じ
目
線
に

立
つ
」
。�

　
こ
の
ク
ラ
ブ
は
社
会
・
情
報

科
・
体
育
学
部
の
学
生
が
中
心

と
な
っ
て
活
動
。
子
供
会
か
ら

依
頼
を
受
け
て
、
ク
リ
ス
マ
ス

会
や
六
年
生
を
送
る
会
な

ど
の
企
画
か
ら
運
営
ま
で

を
担
当
。
代
々
受
け
継
い

で
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

し
た
ゲ
ー
ム
や
、
物
語
か

ら
人
形
ま
で
全
て
手
作
り

の
人
形
劇
で
イ
ベ
ン
ト
を

盛
り
上
げ
て
い
る
。
一
番

大
切
な
の
は
「
子
供
た
ち

と
一
緒
に
、
自
分
た
ち
も

楽
し
む
こ
と
」
だ
と
い
う
。�

　
「
夏
休
み
や
ク
リ
ス
マ
ス
シ

ー
ズ
ン
な
ど
は
依
頼
件
数
が
多

く
、
お
断
り
す
る
子
供
会
も
あ

っ
て
、
大
変
心
苦
し
い
で
す
」

と
、
部
長
の
川
村
哲
夫
さ
ん
（
体

２
）
。
今
後
は
、
で
き
る
限
り

依
頼
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
体

制
を
整
え
て
い
き
た
い
と
語
っ

て
い
る
。�

　
文
化
会
が
毎
年
行
っ
て
い
る
講
演
会
の
二

〇
〇
四
年
度
の
講
演
者
に
、
体
育
学
部
Ｏ
Ｂ

の
多
田
木
亮
佑
さ
ん
（
写
真
）が
決
ま
っ
た
。�

　
多
田
木
さ
ん
は
本
名
・
但
木
康
冶
。
一
九

八
二
年
の
卒
業
後
、
自
ら
劇
団
「
少
年
ボ
ー

イ
ズ
」
を
設
立
し
て
主
宰
す
る
一
方
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
テ
レ
ビ
（
名
古
屋
）
「
中
学
生
日
記
」
の

先
生
役
な
ど
で
人
気
を
得
た
。
最
近
は
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
の
レ
ポ
ー
タ
ー
や
Ｄ
Ｊ
と
し
て
も
活

躍
し
て
い
る
。�

　
講
演
会
は
五

月
十
五
日（
土
）

午
後
三
時
か
ら

名
古
屋
キ
ャ
ン

パ
ス
４
３
１
教

室
で
。
多
田
木

さ
ん
が
「
あ
な
た
の
将
来 

僕
の
あ
ら
す
じ
」

を
テ
ー
マ
に
話
す
。
入
場
無
料
。
お
問
い
合

わ
せ
は
文
化
会
執
行
部
（
　
〇
五
二
―
八
三

五
―
七
一
六
九
、
不
在
の
場
合
あ
り
）
へ
。�

警
察
官
の
制
服
姿
も
よ
く
似
合
う
岩
田

さ
ち
さ
ん（
右
）�

一日警察官な　
　どで活躍�
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┘
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Ｏ
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子
供
会
と
共
に
楽
し
く�

イ
ベ
ン
ト
演
出
、大
好
評�
子
供
会
と
共
に
楽
し
く�

イ
ベ
ン
ト
演
出
、大
好
評�

児
童
福
祉
活
動
ク
ラ
ブ�

豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス�

ＤＪ部門�村松 一徳さん（社会３）�

審査員の北川とみさんから賞状を
受ける村松さん（右、円内も）�

元気いっぱいの子供たちとゲームを一緒に�
楽しむ部員たち�

稲葉　洋さん�

リーダーズ�
キャンプ�
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こ
の
た
び
中
京
大
学
学
長
に

再
選
さ
れ
ま
し
た
こ
と
、
誠
に

光
栄
に
存
ず
る
と
と
も
に
、
そ

の
責
務
の
大
き
さ
を
強
く
感
じ

て
お
り
ま
す
。
言
う
ま
で
も
な

く
大
学
間
競
争
は
、
私
学
の
み

な
ら
ず
国
公
立
の
諸
大

学
を
も
含
め

て
の
混
戦
状

態
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

ま
た
競
争
は

国
内
に
と
ど

ま
ら
ず
、
世

界
的
規
模
で
進
ん
で
い
ま
す
。

折
か
ら
文
部
科
学
省
に
よ
り
大

学
の
格
付
け
と
な
る
よ
う
な
Ｃ

Ｏ
Ｅ
（
セ
ン
タ
ー
・
オ
ブ
・
エ

ク
セ
レ
ン
ス
）

選
定
、
特
色
あ

る
大
学
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
持

つ
大
学
の
指
定

が
進
ん
で
お
り

ま
す
。�

　
そ
ん
な
中
、

わ
が
中
京
大
学

は
本
年
四
月
か

ら
専
門
職
大
学
院
で
あ
り
ま
す

ロ
ー
ス
ク
ー
ル
、
新
し
い
学
部
、

生
命
シ
ス
テ
ム
工
学
部
を
誕
生

さ
せ
ま
す
。
本
学
は
変
わ
ら
ず

前
進
を
続
け
て
お
り
ま
す
。�

����

　
わ
た
く
し
達
は
こ
の
機
会
に
、

狙
い
と
す
る
よ
り
高
い
教
育
と

研
究
の
レ
ベ
ル
を
早
期
に
設
定

し
、
こ
れ
に
向
か
っ
て
進
ま
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
方
で
は
商

学
部
の
改
組
転
換
、
他
方
で
は

既
存
学
部
、
教
養
部
の
改
革
の

続
行
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
大

学
院
研
究
科
の
あ
り
方
に
つ
き

ま
し
て
は
、
そ
の
充

実
に
向
け
て
早
急
に

新
し
い
構
想
を
考
え
、

か
つ
実
行
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。�

　
同
時
に
教
育
の
質
の
向
上
を

求
め
る
Ｆ
Ｄ
活
動
（
授
業
改
善

の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
含
む
）
、

授
業
改
革
運
動
の
続
行
（
授
業

情
報
化
を
含
む
）
は
全
学
的
に

み
て
緊
急
か
つ
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
は

こ
の
よ
う
な
全
学
的
改
革
活
動

の
組
織
上
の
位
置
づ
け
に
つ
い

て
も
早
期
に
議
論
す
べ
き
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
す
で
に
十
一
も
の
大
学

院
研
究
科
、
七
つ
の
研
究

所
を
擁
す
る
本
学
に
あ
っ
て
、

総
力
を
結
集
し
た
研
究
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
構
想
を
進
め
る
こ
と
が

肝
要
か
と
存
じ
ま
す
。�

��

　
い
ず
れ
に
致
し
ま
し
て
も
本

年
四
月
か
ら
は
、
「
中
京
大
学

の
新
た
な
る
飛
躍
を
目
指
し
て
」

意
見
を
か
わ
し
、
タ
イ
ミ
ン
グ

を
失
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
ス

テ
ッ
プ
の
順
序
を
誤
る
こ
と
な

く
飛
躍
を
現
実
の
も
の
と
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
学
生
の
皆
さ

ん
、
御
父
母
の
皆
様
、
卒
業
生

の
方
々
と
、
教
職
員
の
皆
様
の

一
層
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。�

　
こ
れ
か
ら
四
年
の
任
期
は
長

い
も
の
で
す
が
、
身
心
と
も
に

健
全
で
あ
る
よ
う
努
力
し
、
全

力
投
球
す
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま

す
。�

�������

　
大
学
に
お
け
る
授
業
改
善

へ
の
関
心
は
全
国
的
に
高
ま

っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
そ

の
関
心
は
、
何
を
教
え
る
べ

き
か
と
い
う
教
育
内
容
の
論

議
と
、
い
か
に
教
え
る
か
と

い
う
指
導
者
主
導
の
授
業
論

に
多
く
が
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

学
生
の
学
び
の
意
欲
に
基
礎

を
置
い
た
新
し
い
時
代
に
生

き
る
学
力
形
成
へ
の
工
夫
は

不
十
分
で
あ
る
。�

　
本
書
は
学
生
相
互
の
働
き

か
け
を
授
業
に
仕
組
み
、
学

習
者
主
導
の
授
業
を
実
現
し
、

さ
ら
に
、
学
習
者
の
協
同
か

ら
生
じ
る
意
欲
開
発
の
有
効

性
を
生
か
し
た
四
人
の
大
学

教
員
の
授
業
改
善
の
試
み
を

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
学
習
指
導
法
と
し
て

の
実
証
的
背
景
を
も
っ
た
実

践
で
あ
り
、
理
論
紹
介
が
実

践
事
例
と
合
わ
せ
て
な
さ
れ

て
い
る
。�

　
な
お
、
編
著
者
の
杉
江
教

授
は
本
学
教
養
部
、
三
宅
教

授
は
情
報
科
学
部
に
所
属
。

玉
川
大
学
出
版
部
刊
。
一
八

七
㌻
。
本
体
価
格
二
、
八
〇

〇
円
。�

　リチャード・ハリス経営学部教授、中山惠子
経済学部教授、板倉厳一郎教養部助教授の三教
員がこのほど、博士の学位を取得した。�
　取得学位と論文はそれぞれ次のとおり。�
　▽ハリス教授＝「DOCTOR OF PHILOSOPHY」
（米国・ニューメキシコ州立大学）「MYTHS 
AND MEMPRIES: THE ROLE OF NATIONAL 
MUSEUMS  IN REPRESENTING NATIONAL 
IDENTITY IN A POST-COLONIAL ERA」�
　▽中山教授＝「経済学」（名古屋市立大学）
「投入産出分析と最適制御の環境保全への応用」�
　▽板倉助教授＝「文学」（京都大学）「The 
Magician's Apprenticeship: John Fowles and 
Quest for Authenticity」�

　
本
学
は
三
月
一
日
付
で
「
マ

イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
認
定
ア
ソ
シ
エ

イ
ト
資
格
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
（
Ｍ
Ｃ
Ａ 

Ｔ
Ｃ
）
」
に

認
定
さ
れ
た
。�

　
Ｍ
Ｃ
Ａ
（M

icrosoft 
C
ertified A

ssociate

）
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
新
し
い
Ｉ
Ｔ
プ

ロ
を
認
定
す
る
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ

ト
社
の
資
格
制
度
。
エ
ン
ジ
ニ

ア
や
Ｉ
Ｔ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

専
門
分
野
の
技
術
に
Ｉ
Ｔ
で
さ

ら
に
磨
き
を
か
け
る
人
た
ち
の

育
成
を
目

的
と
し
て

い
る
。�

　
資
格
取

得
に
は
、

Ｉ
Ｔ
理
論
・

製
品
技
術
・

問
題
解
決

能
力
の
バ

ラ
ン
ス
が
と
れ
た
知
識
と
ス
キ

ル
の
修
得
が
必
要
。
本
学
は
二

〇
〇
四
年
度
か
ら
情
報
科
学
部

と
生
命
シ
ス
テ
ム
工
学
部
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
資
格
取
得
の
た

め
の
科
目
を
設
け
る
。
学
生
は

教
材
費
や
認
定
試
験
料
な
ど
が

減
免
さ
れ
る
。�

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
は
、

日
本
で
は
大
手
企
業
の
教
育
セ

ン
タ
ー
や
専
門
学
校
の
一
部
に

認
定
さ
れ
て
き
た
が
、
大
学
は

本
学
が
初
め
て
。
担
当
の
磯
直

行
情
報
科
学
部
助
教
授
は
「
大

学
な
ら
で
は
の
質
の
高
い
講
義

を
行
っ
て
い
き
た
い
。
学
生
は

資
格
取
得
を
目
標
に
よ
り
勉
学

に
励
む
こ
と
が
で
き
る
。
就
職

に
も
有
利
」
と
話
し
て
い
る
。�

大
学
授
業
を�

活
性
化
す
る
方
法�

�

杉
江
　
修
治�

三
宅
な
ほ
み�

他
編
著�

著�
書�
著�
書�

決意を新た�
にする�
小川学長�

┐
中
京
大
学
の
新
た
な
る
飛
躍
を
目
指
し
て
└�

再選された小川英次学長が�

二期目への決意と抱負�

研
究
プ
ロ
ジ
ェ�

ク
ト
に
も
総
力�

ぜ
ひ
ご
協
力
を�

教
育
の
質
、一
層
の
向
上
へ�

全
学
的
な
授
業
改
革
急
ぐ�

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の
Ｉ
Ｔ
プ
ロ
育
成�

本
学
が
大
学
で
は
初
認
定�

資
格
取
得
の
科
目
新
設�

教
材
費
な
ど
減
免�

情
報
科
学
部
、生
命

シ
ス
テ
ム
工
学
部�

3教員が博士学位取得�
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授
業
で
体
育
実
技
の
舞
踊
を

履
修
し
た
体
育
学
部
の
一
、
三

年
生
に
ク
ラ
ブ
、
サ
ー
ク
ル
の

部
員
も
加
わ
っ
た
「
体
育
学
部

創
作
舞
踊
発
表
会
」
が
十
二
月

二
十
三
日
、
豊
田
市
民
文
化
会

館
小
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。�

　
体
育
学
部
が
発
足
し
て
間
も

な
い
一
九
六
〇
年
代
半
ば
か
ら

続
い
て
い
る
発
表
会
で
、
初
め

は
教
室
で
行
っ
て
い
た
が
、
一

九
七
五
年
、
同
会
館
が
完
成
し

た
た
め
、
小
ホ
ー
ル
に
移
っ
た
。�

　
今
年
度
は
三
百
四
十
八
人
の

学
生
が
出
演
し
、
授
業
作
品
二

十
二
、
公
募
作
品
十
八
の
計
四

十
作
品
を
三
時
間
半
に
わ
た
っ

て
発
表
し
た
。�

　
一
年
生
の
作
品
は
、
若
者
に

人
気
の
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
系
が
目

立
っ
た
。
三
年
生
が
発
表
し
た

「
ジ
ャ
ン
グ
ル
」
は
、
自
然
に

生
き
る
動
物
た
ち
の
営
み
を
音

響
や
小
道
具
、
演
出
に
工
夫
を

凝
ら
し
て
表
現

し
た
ス
ペ
ク
タ

ク
ル
な
作
品
。

舞
踊
の
ク
ラ
ブ

や
サ
ー
ク
ル
の

部
員
た
ち
も
一

年
間
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
、

観
客
の
賞
賛
を
浴
び
た
。�

　
体
育
学
部
長
の
北
川
薫
教
授

や
発
表
会
を
指
導
し
た
高
橋
春

子
教
授
ら
教
員
た
ち
も
、
完
成

度
の
高
い
作
品
を
次
々
と
発
表

す
る
学
生
た
ち
に
大
き
な
拍
手

を
送
っ
て
い
た
。�

　
国
際
英
語
学
部
国
際
英
語
学

科
主
催
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ『
国

際
英
語
の
理
念
に
よ
る
英
語
教

育
と
そ
の
実
践
』
が
十
二
月
七

日
、
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
４
３

１
教
室
で
開
催
さ
れ
た
。�

　
国
際
英
語
の
考
え
方
は
「
誤

り
を
気
に
し
な
い
で
、
自
分
な

り
の
英
語
で
、
自
分
の
意
見
を

積
極
的
に
発
表
す
る
こ
と
を
優

先
す
る
」
こ
と
。
国
際
英
語
学

科
は
こ
の
教
育
方
法
に
、
正
面

か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。�

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
国
際

英
語
の
第
一
人
者
ブ
ラ
ジ
・
カ

チ
ュ
ー
ル
・
イ
リ
ノ
イ
大
学
名

誉
教
授
ら
四
人
の
講
演
と
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

の
二
部
構

成
で
行
わ
れ
、

高
校
の
英
語
教
員
百
人
を
は
じ

め
、
全
国
の
大
学
や
企
業
な
ど

か
ら
約
三
百
人
の
参
加
者
が
あ

っ
た
。�

　
高
校
教
員
か
ら
は
「
日
本
の

英
語
教
育
の
改
革
が
叫
ば
れ
て

い
る
だ
け
に
、
意
義
の
あ
る
催

し
」
と
い
っ
た
意
見
や
、「
高

校
の
教
育
現
場
で
生
か
す
に
は
、

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」
な
ど
の

活
発
な
質
問
が
出
て
い
た
。�

　
国
際
英
語
学
科
で
は
七
月
に
、

国
際
英
語
学
会
世
界
大
会（
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
）
に
教
員
五
人
を

派
遣
し
、
「
中
京
大
学
の
新
し

い
試
み
」
と
題
し
て
国
際
英
語

教
育
の
実
践
と
課
題
に
つ
い
て

話
し
合
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
計

画
し
て
い
る
。�

　
日
本
文
学
科
と
言
語
表
現
学

科
の
二
学
科
と
な
っ
た
文
学
部

新
体
制
を
記
念
す
る
公
開
講
演

会
が
十
二
月
八
日
、
名
古
屋
キ

ャ
ン
パ
ス
・
ヤ
マ
テ
ホ
ー
ル
で

開
か
れ
た
。�

　
講
師
は
中
日
新
聞
編
集
局
長

の
小
出
宣
昭
さ
ん
。
ロ
ン
ド
ン

特
派
員
、
社
会
部
長
な
ど
を
歴

任
し
た
小
出
さ
ん
は
、
「
日
本

の
こ
と
ば
」
を
テ
ー
マ
に
、
新

聞
づ
く
り
の
現
場
で
日
本
語
と

向
き
合
っ
て
い

る
豊
富
な
体
験

を
も
と
に
、
日

本
語
表
現
の
難

し
さ
に
つ
い
て

話
し
た
。�

　
小
出
さ
ん
が

例
に
挙
げ
た
一

つ
が
「
環
境
」
と

い
う
言
葉
。
英
語

（environm
ent

）

の
翻
訳
語
で
あ
る
こ
の
言
葉
は
、

日
本
語
と
し
て
ま
だ
こ
な
れ
て

お
ら
ず
、
こ
の
言
葉
を
正
面
に

出
し
て
記
事
を
書
い
て
も
読
者

の
反
響
が
少
な
い
た
め
、記
者

は
環
境
問
題
で
あ
っ
て
も
こ
の

言
葉
を
使
わ
ず
、
身
近
で
易
し

い
言
葉
に
変
え
て
表
現
す
る
力

量
が
問
わ
れ
る
と
い
う
。�

　
文
学
部
の
学
生
と
と
も
に
市

民
も
多
く
参
加
し
、
講
演
に
耳

を
傾
け
た
。�

　
不
況
の
中
で
も
名
古
屋
で

は
元
気
な
企
業
が
多
く
、
も

の
の
売
れ
行
き
も
良
い
。�

　
好
調
の
源
は
物
作
り
に
伴

う
堅
実
な
考
え
方
に
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。�

　
人
々
は
政
府
の
施
策
に
依

存
す
る
こ
と
な
く
、
自
己
責

任
に
徹
し
て
い
る
。
そ
れ
だ

け
に
普
段
か
ら
自
分
で
危
機

に
備
え
て
い
る
。
不
況
に
強

い
の
は
当
然
で
あ
る
。�

　
二
〇
〇
五
年
の
愛
知
万
博
、

中
部
国
際
空
港
の
開
港
を
控

え
、
将
来
性
は
さ
ら
に
広
が

る
。�

　
堅
実
な
考
え
の
人
々
が
企

業
を
支
え
、
地
域
を
成
長
さ

せ
、
国
の
経
済
発
展
を
担
っ

て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。�

　
著
者
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
教
授
・

経
済
学
部
教
授
。
講
談
社
刊
。

二
二
二
㌻
。
本
体
価
格
一
、

六
〇
〇
円
。�

����������

　
本
書
は
、
人
間
生
活
の
二

面
を
ま
た
ぐ
問
題
を
考
え
て

い
く
た
め
の
問
題
提
起
の
書

で
あ
る
。
無
限
な
欲
望
追
求

行
為
で
あ
る
物
質
経
済
の
進

展
が
、
生
物
学
的
・
有
機
体

的
ニ
ー
ズ
の
充
足
で
あ
る
人

間
の
生
命
・
生
態
的
活
動
に

及
ぼ
す
影
響
が
、
本
書
の
関

心
と
問
題
意
識
を
形
成
す
る
。�

　
そ
の
問
題
を
本
書
は
、
西

洋
化
と
科
学
技
術
振
興
を
経

て
高
度
な
物
質
文
明
を
築
い

た
日
本
社
会
を
対
象
に
分
析

す
る
枠
組
み
の
構
築
に
向
け

て
、
日
本
の
対
欧
米
交
渉
史
、

経
済
生
活
（
特
に
日
本
の
経

済
社
会
の
空
間
特
性
、
市
場
、

家
計
）
、物
質
財
、
と
い
っ

た
多
面
的
な
視
点
か
ら
論
議

を
試
み
て
い
る
。�

　
著
者
は
商
学
部
教
授
。
中

京
大
学
商
学
会
刊
。
三
〇
六

㌻
。�

著�
書�
著�
書�

世
界
最
強�

名
古
屋
経
済
の
衝
撃�

�

水
谷
　
研
治
著�

中
京
大
学�

商
学
研
究
叢
書
第
18
巻�

�

日
本
物
質
文
明
論

序
説�

�

―
人
間
生
態
的
ア
プ
ロ

　
ー
チ
を
め
ざ
し
て
―�

田
中
　
譲
著�

「誤りを気にしないで、積極的に英語で話そう」と
語るブラジ・カチュールさん�

音響や衣裳、小道具にも工夫を凝らし
た３年生たちの発表作品「ジャングル」�

日
本
語
を
テ
ー
マ

に
話
し
た
小
出
編

集
局
長�

世界で通用する�
英語教育確立へ�

国
際
英
語
学
科
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ�文

学
部
新
体
制
記
念�

―
―
┐
日
本
の
こ
と
ば
└�

体
育
学
部
の
創
作
舞
踊
発
表
会�

見
事
な
表
現
、　
作
品�

小
出
・
中
日
新
聞

編
集
局
長
が
講
演�

米
国
の
第
一
人
者
招
く�
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愛
知
県
に
は
多
く
の
外
国
人

留
学
生
が
在
籍
し
て
い
ま
す
が
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
の
留
学
生

は
中
京
大
学
に
い
た
私
、
た
だ

一
人
で
す
。�

　
中
京
大
学
で
は
、
交
換
留
学

生
の
た
め
の
日
本
語
授
業
と
、

情
報
科
学
部
の
い
く
つ
か
の
授

業
を
履
修
し
ま
し
た
。
言
葉
の

ハ
ン
デ
ィ
・
キ
ャ
ッ
プ
は
そ
れ

ほ
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

専
門
的
技
術
が
必
要
な
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
の
授
業
で
は
、
指
導

し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
に
、

本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。�

　
ま
た
学
校
外
で
は
、
毎
日
電

子
辞
書
を
片
手
に
多
く
の
日
本

人
に
接
し
、
友
達
作
り
を
心
が

け
ま
し
た
。
国
際
セ
ン
タ
ー
の

紹
介
で
、
愛
知
県
で
開
催
さ
れ

た
全
国
育
樹
祭
に
、
留
学
生
の

代
表
と
し
て
参
加
す
る
機
会
に

も
恵
ま
れ
ま
し
た
。
育
樹
祭
に

は
皇
太
子
ご
夫
妻
が
招
か
れ
て

い
て
、
間
近
で
お
姿
を
見
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
幸
運
で
し
た
。�

　
中
京
大
学
で
は
、
多
く
の
貴

重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。
こ
の

留
学
で
得
た
も
の
は
、
私
の
一

生
の
宝
も
の
で
す
。
二
〇
〇
五

年
の
愛
知
万
博
が
開
催
さ
れ
る

時
に
、
も
う
一
度
訪
問
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。�

　
ア
メ
リ
カ
に
来
て
五
ヵ
月
が

経
ち
、
今
ま
で
を
振
返
っ
て
感

じ
て
い
る
こ
と
を
書
き
ま
す
。�

　
第
一
セ
メ
ス
タ
ー
で
は
、
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
メ
デ
ィ
ア
な
ど

自
分
が
興
味
を
持
っ
て
い
る
科

目
を
中
心
に
履
修
し
ま
し
た
。

将
来
、
仕
事
や
趣
味
に
活
か
せ

る
よ
う
に
、
突
っ
込
ん
だ
勉
強

を
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
勉
強
し
た
こ
と
の
な

い
分
野
、
し
か
も
英
語
で
の
授

業
。
意
欲
は
あ
る
の
に
、
実
力

が
つ
い
て
い
か
ず
、
も
ど
か
し

さ
ば
か
り
を
感
じ
ま
し
た
。
ま

た
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
心
に
余

裕
を
持
て
ま
せ
ん
で
し
た
。�

　
第
二
セ
メ
ス
タ
ー
が
始
ま
っ

て
か
ら
、
い
ろ

い
ろ
な
経
験
を

し
た
い
、
楽
し

み
な
が
ら
学
び
た
い
、
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
心
に
余

裕
の
な
い
時
は
、
巡
っ
て
来
る

チ
ャ
ン
ス
を
見
逃
し
て
し
ま
う

と
感
じ
た
か
ら
で
す
。
同
時
に
、

今
ま
で
感
じ
て
い
た
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
か
ら
開
放
さ
れ
ま
し
た
。�

　
残
り
の
留
学
生
活
、
授
業
は

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
外
で
も
い

ろ
い
ろ
経
験
し
、
思
う
存
分
楽

し
も
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

　
ア
メ
リ
カ
に
来
て
六
カ
月
目
。

と
て
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
　

　
　
仲
の
よ
い

コ
ン
ゴ
系
フ
ラ

ン
ス
人
の
友
達

か
ら
、
そ
の
国
の
人
が
ど
ん
な

生
活
を
し
て
い
て
、
ど
ん
な
問

題
を
か
か
え
て
い
る
か
い
ろ
い

ろ
聞
き
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
で

は
黒
人
に
対
す
る
差
別
が
あ
る

こ
と
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
識
字

率
の
低
さ
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
率
の

高
さ
。
ど
こ
か
遠
い
国
の
話
と

し
か
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
は
す
ご
く
身
近
な
問
題

と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
。�

　
日
本
に
い
る
時
よ
り
、
世
界

の
話
や
政
治
の
話
を
す
る
機
会

が
増
え
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

人
た
ち
が
そ
う
い
う
こ
と
に
興

味
を
も
っ
て
い
て
、
情
報
収
集

に
も
み
ん
な
す
ご
く
貪
欲
で
す
。

好
き
な
食
べ
物
が
あ
る
よ
う
に
、

好
き
な
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
番
組

の
あ
る
彼
ら
に
、
い
つ
も
教
わ

る
ば
か
り
で
す
。
私
も
日
本
の

こ
と
を
話
し
ま
す
が
、
言
い
た

い
こ
と
が
う
ま
く
英
語
に
な
ら

な
か
っ
た
り
、
彼
ら
の
方
が
日

本
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
た

り
し
ま
す
。
も
っ
と
世
界
や
日

本
の
諸
問
題
に
関
心
を
持
ち
、

少
し
で
も
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
日
本
に
留
学
し
て
関
心
を
も

っ
た
一
つ
に
、
剣
道
が
あ
り
ま

す
。
中
京
大
学
に
留
学
し
て
、

豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
剣
道
を
学

ぶ
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
剣

道
の
授
業

が
始
ま
っ

た
頃
は
、
ま
だ
日
本
に
来
た
ば

か
り
だ
っ
た
の
で
本
当
に
大
変

で
し
た
。
ま
ず
は
作
法
の
理
解
。

例
え
ば
、
最
初
に
木
刀
を
右
手

で
持
っ
た
ま
ま
道
場
に
礼
を
し

て
、
相
手
に
も
礼
を
し
ま
す
。

木
刀
を
左
手
に
持
ち
替
え
て
始

め
ま
す
。
外
国
人
に
と

っ
て
本
当
に
複
雑
で
す
。

と
こ
ろ
が
他
の
方
法
で

や
っ
て
み
る
と
、
最
初

の
こ
の
方
法
が
一
番
良

い
と
気
づ
き
ま
す
。
日

本
の
文
化
は
本
当
に
奥
深
い
と

感
じ
た
瞬
間
で
し
た
。�

　
留
学
生
活
で
は
、
他
の
交
換

留
学
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
や
、
中
京
大
生
と
の
ふ
れ

合
い
が
最
も

印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。

自
分
は
日
本

の
ア
ニ
メ
が

好
き
で
、
ア

ニ
メ
を
通
し

て
中
京
大
生

と
親
し
く
な�

り
、
日
本
語

に
磨
き
を
か

け
ま
し
た
。

言
葉
の
問
題

も
あ
り
、
大

学
の
授
業
の
話
よ
り
ア
ニ
メ
の

話
の
方
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ア
ニ
メ
は
日
本
の
誇
る
文
化
だ

と
思
い
ま
す
。�

　
二
〇
〇
三
年
度
交
換
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
本
学
が
派
遣
し
た
学
生
十
一
人
の

留
学
期
間
が
終
盤
に
さ
し
か
か
っ
た
。
一
方
、
本
学
が
受
け
入
れ
た
海
外
か
ら
の
留

学
生
十
七
人
は
、
十
二
月
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
え
て
帰
国
。
米
国
で
留
学
中
の
本
学

学
生
二
人
に
勉
学
や
学
生
生
活
の
様
子
を
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
メ
キ
シ
コ
の
大
学
に

戻
っ
た
二
人
に
思
い
出
を
綴
っ
て
も
ら
っ
た
。�

留学生仲間と談笑する加藤さん（左から３人目）�

留学生合同セミナーで語り合うロベルトさん（左端）�

現地生活にも慣れた北村さん（左端）�

肌 
で
が
っ
ち
り�

異
文
化
、新
知
識�

┌
当初の緊張消え�
楽しくて充実

┘�

┐
剣
道
作
法
に
驚
き�

日
本
文
化
に
感
銘
└�

┌
政治の話も真剣に┘�

┐
中
京
大
留
学
、生
涯
の
宝
も
の
└�

英
文
学
科
４
年�

北
村
美
樹
さ
ん�

フィンランド・オウル大学�
マルコ・ユハンネさん�

米
国 

ネ
ブ
ラ
ス
カ
大
学�

メ
キ
シ
コ
・
モ
ン
ト
レ
ー
工
科
大
学�

ロ
ベ
ル
ト
・
カ
ン
プ
さ
ん�

交換留学生から便り�

英
文
学
科
３
年�

加
藤
浩
美
さ
ん�

米
国 

ロ
ア
ノ
ー
ク
大
学�
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梅
村
学
園
国
際
交
流
部
長
・

国
際
セ
ン
タ
ー
事
務
室
国
際
課

長
の
関
敦
（
せ
き
・
あ
つ
し
）

さ
ん
は
、
２
月
１
日
死
去
さ
れ

ま
し
た
。
50
歳
。�

　
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
職
員
の

山
田
茂
樹
（
や
ま
だ
・
し
げ�

き
）
さ
ん
は
、
２
０
０
３
年
11

月
24
日
に
死
去
さ
れ
ま
し
た
。

55
歳
。�

　
経
済
学
部
の
今
年
度
の
新
設

科
目
「
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
英
語
研

修
Ⅰ
・
Ⅱ
」
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
と
ア
メ
リ
カ
で
行
わ
れ
、

参
加
し
た
一
―
四
年
生
計
九
人

に
単
位
が
認
定
さ
れ
た
。�

　
お
金
や
情
報
が
自
由
に
国
境

を
越
え
る
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
経
済

の
進
展
な
ど
に
対
応
、
そ
の
一

端
に
触
れ
、
生
き
た
英
語
と
ビ

ジ
ネ
ス
を
学
ぶ
の
が
目
的
。
研

修
Ⅰ
（
六
人
）
は
、
一
月
三
十

一
日
―
二
月
十
二
日
に
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
で
、
研
修
Ⅱ
（
三
人
）

は
、
昨
年
九
月
六
日
―
二
十
日

に
シ
ド
ニ
ー
で
行
わ
れ
た
。�

　
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
は
企
業
の

学
習
施
設
で
、
シ
ド
ニ
ー
で
は

マ
ッ
コ
リ
ー
大
学
の
研
究
所
で

そ
れ
ぞ
れ
ビ
ジ
ネ
ス
英
語
を
集

中
的
に
学
習
。
ま
た
、
企
業
を

視
察
し
て
第
一
線
で
活
躍
す
る

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
た
ち
と
交
流
し

た
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
講
演
会
や
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
に
参
加
し
た
。�

　
シ
ド
ニ
ー
研
修
に
同
行
し
た

担
当
教
員
の
梅
村
清
英
助
教
授

は
「
真
に
国
際
人
と
な
る
た
め

に
は
で
き
る
だ
け
若
い
う
ち
に

異
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
大
事
。

参
加
し
た
学
生
た
ち
は
国
際
ビ

ジ
ネ
ス
の
現
場
を
間
近
に
見
て

多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
」
と
話

し
て
い
た
。�

　
二
〇
〇
四
年
四
月
に
開
校
す

る
本
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
（
法
科

大
学
院
）
の
入
学
試
験
は
、
全

国
か
ら
法
学
未
修
者
（
三
年
制
）

四
一
六
人
、
法
学
既
修
者
（
二

年
制
）
八
〇
人
の
志
願
者
を
集

め
、
一
月
九
、
十
日
（
Ａ
日
程

一
次
）
、
十
七
、
十
八
日
（
同

二
次
）
と
二
月
二
十
一
、
二
十

二
日
（
Ｂ
日
程
）
に
行
わ
れ
た
。�

　
日
程
別
の
志
願
者
は
Ａ
日
程

が
未
修
三
〇
五
人
、
既
修
六
一

人
、
Ｂ
日
程
が
未
修
一
一
一
人
、

既
修
一
九
人
。�

　
志
願
者
は
、名
古
屋
大
な
ど

の
中
部
地
区
や
東
京
大
な
ど
の

首
都
圏
の
大
学
を
始
め
、北
海

道
大
、
九
州
大
な
ど
全
国
の
大

学
の
現
役
、
既
卒
者
に
及
び
、

年
齢
も
二
十
代
か
ら
五
十

代
ま
で
と
幅
広
か
っ
た
。�

　
Ａ
日
程
は
一
月
二
十
六

日
に
未
修
五
五
人
の
合
格

者
を
、
Ｂ
日
程
は
二
月
二

十
七
日
に
未
修
三
人
の
合
格
者

を
発
表
。
四
月
五
日
の
開
校
式

に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
る
。�

　
本
学
は
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の

開
講
に
合
わ
せ
、
四
月
一
日
付

で
「
中
京
大
学
法
曹
養
成
研
究

所
」
を
設
置
す
る
。�

　
法
曹
養
成
研
究
所
は
本
学
七

番
目
の
研
究
所
で
、
ロ
ー
ス
ク

ー
ル
付
置
と
し
て
名
古
屋
キ
ャ

ン
パ
ス
・
Ｃ
ア
ネ
ッ
ク
ス
ビ
ル

に
設
け
る
。
法
曹
の
養
成
に
関

す
る
研
究
、
調
査
、
情
報
交
換
、

資
料
収
集
、
国
際
交
流
、
研
究

会
や
研
修
会
の
開
催
、
リ
ー
ガ

ル
エ
イ
ド
な
ど
幅
広
い
活
動
を

行
う
。�

����

　
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
教
員
が
研

究
所
員
と
な
っ
て
構
成
、
初
代

所
長
に

冨
島
照

男
教
授

（
元
名

古
屋
弁

護
士
会

長
）
が

就
任
す
る
。�

　
研
究
所
内
に
、
法
曹
養
成
方

法
の
研
究
・
研
修
を
行
う
「
Ｆ

Ｄ
セ
ン
タ
ー
」
、
無
料
法
律
相

談
や
リ
ー
ガ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
な

ど
の
社
会
的
貢
献
活
動
を
行
う

「
リ
ー
ガ
ル
エ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
」
、

企
業
法
務
の
研
究
・
研
修
を
行

う
「
企
業
法
務
セ
ン
タ
ー
」
を

設
置
。
Ｆ
Ｄ
セ
ン
タ
ー
長
に
池

野
千
白
教
授
（
ロ
ー
ス
ク
ー
ル

院
長
代
理
）
、
リ
ー
ガ
ル
エ
イ

ド
セ
ン
タ
ー
長
に
小
栗
孝
夫
教

授
（
元
名
古
屋
弁
護
士
会
長
）
、

企
業
法
務
セ
ン
タ
ー
長
に
峯
崎

二
郎
教
授
（
元
東
京
三
菱
銀
行

法
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
室
長
）

の
就
任
が
決
ま
っ
て
い
る
。�

全国から志願者を集めて行われたロースクールの�
入学試験（1月9日、名古屋キャンパスで）�

下
の
写
真
、㊤
は
シ
ド
ニ
ー
で
の
研
修
に
参
加
し
た
学
生
た
ち

と
梅
村
清
英
助
教
授（
左
端
）�

㊦
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
企
業
を
視
察
し
た
学
生
た
ち（
左
か
ら
２

〜
４
人
目
）と
随
行
の
小
林
毅
助
教
授（
同
５
人
目
）�

順
調
、初
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
入
試�

全
国
か
　
　
ら
　
人
が
志
願�

　
代
〜
　
代
ま
で
幅
広
く�

　
月
　 

日
に
開
校
式�

　
月
　 

日
に
オ
ー
プ
ン�

七
番
目
の�

研

究

所

�

中
京
大
学
法
曹
養
成
研
究
所�

初
代
所
長
に
冨
島
教
授（
　
　   

）�

元
名
古
屋�

弁
護
士
会
長�

無
料
法
律
相
談

で
社
会
貢
献
も�

シドニー、ロスで実施�
企
業
や
研
究
所

の
現
場
で
学
習�

訃
　
　
報�

職
　
員�

山
田
　
茂
樹
さ
ん�

職
　
員�

関
　
　
敦
さ
ん�

経済学部の新設科目�
海�外�ビ�ジ�ネ�ス�英�語�研�修�
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「
二
十
四
歳
の
と
き
、
初
め

て
公
募
展
に
作
品
を
出
し
、
入

選
し
た
。
た
ま
た
ま
手
元
に
あ

っ
た
釉
薬
で
作
っ
た
志
野
だ
っ

た
。
以
来
四
十
数
年
、

志
野
を
作
り
続
け
、

志
野
か
ら
多
く
の
こ

と
を
学
ん
で
き
た
」�

　
「
縄
文
時
代
か
ら
現
代
ま
で

連
綿
と
続
い
て
き
た
〝
や
き
も

の
〞
作
り
。
モ
ノ
に
は
、
そ
れ

を
作
っ
た
民
族
の
考
え
方
や
技

術
な
ど
が
端
的
に
現
れ
る
。

お
茶
の
器
ひ
と
つ
で
も
、

生
活
習
慣
や
嗜
好
が
わ
か

る
も
の
だ
。�

　
そ
の
よ
う
な
、
民
族
が

周
囲
の
環
境
か
ら
学
び
養

っ
た
感
性
を
基
に
生
ま
れ

た
も
の
を
〝
伝
統
〞
と
呼
ぶ
の

だ
ろ
う
」�

　
「
激
し
い
自
然
環
境
の
変
化

を
経
た
縄
文
の
土
器
は
、
凄
み

や
ら
原
始
的
な
強
さ
を
感
じ
さ

せ
る
。
そ
の
縄
文
的
感
性
が
、

〝
花
鳥
風
月
〞
以
前
の
美
意
識

と
し
て
日
本
人
の
血
に

は
流
れ
て
い
る
よ
う
に

思
う
」�

　
「
縄
文
的
な
も
の
が

噴
き
出
し
た
と
言
わ
れ

る
桃
山
時
代
、
日
本
人

は
世
界
に
類
を
見
な
い

造
形
を
生
み
出
し
た
。�

　
対
称
的
な
形
で
な
く
、
歪
ん

だ
も
の
を
作
っ
た
の
だ
」�

　
「
花
は
盛
り
に
、
月
は
隈
な

き
を
の
み
見
る
も
の
か
は
。�

　
『
徒
然
草
』
に
見
ら
れ
る
美

意
識
が
、
形
で
表
現
さ
れ
た
の

が
桃
山
の
茶
陶
、
美
濃
古
陶
だ
。�

　
満
開
の
花
で
な
く
、
芽
吹
い

た
梢
に
こ
れ
か
ら
咲
く
花
を
連

想
す
る
。
不
完
全
な
部
分
を
人

が
想
像
力
で
補
い
、
美
を
育
む
。

だ
か
ら
、
歪
も
う
が
、
縁
が
欠

け
よ
う
が
、
美
し
い
。�

　
移
ろ
い
ゆ
く
自
然
を
畏
敬
し
、

人
間
も
大
き
な
自
然
の
廻
り
の

一
部
だ
と
考
え
た
日
本
人
な
ら

で
は
の
見
方
と
言
え
る
」�

　
「
志
野
茶
碗
に
は
、
日
本
的

な
思
考
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。�

　
桃
山
時
代
に
美
濃
で
焼
か
れ

た
と
さ
れ
る
国
宝
の
卯
花
墻（
う

の
は
な
が
き
）は
、
見
る
角
度

に
よ
っ
て
形
が
変
わ
り
、
一
つ

の
茶
碗
の
中
に
、
激
し
さ
、
お

ど
け
た
顔
な
ど
様
々
な
表
情
が

見
え
る
。
見
る
度
に
初
め
て
出

会
う
よ
う
で
、
別
の
世
界
が
現

れ
て
く
る
の
が
面
白
い
。�

　
そ
こ
に
は
、
一
つ
の
対
象
に

縛
ら
れ
な
い
、
対
立
の
な
い
、

自
由
な
心
の
世
界
が
あ
る
」�

　
「
人
と
自
然
が
対
峙
す
る
欧

米
の
物
質
文
明
は
、
精
神
の
荒

廃
と
自
然
の
破
壊
と
い
う
大
き

な
問
題
を
招
い
た
。
な
ら
ば
今

こ
そ
、
日
本
人
が
自
然
か
ら
学

ん
だ
知
恵
や
感
性
を
国
際
社
会

に
訴
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
た
か
が
〝
や
き
も
の
〞

も
、
そ
ん
な
一
つ
の
使
命
が
あ

る
よ
う
な
気
が
す
る
」�

（
２
月
25
日
・
名
古
屋
キ
ャ
ン

パ
ス
４
３
１
教
室
）�

　
情
報
科
学
部
メ
デ
ィ
ア
科
学

科
初
の
卒
業
制
作
展
が
一
月
二

十
七
日
か
ら
二
月
一
日
ま
で
、

名
古
屋
市
東
区
の
名
古
屋
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
矢
田
で
開
か
れ
、

同
学
科
の
一
期
生
と
し
て
ア
ー

ト
分
野
を
学
ん
だ
三
十
四
人
が

二
十
八
点
を
出
品
し
た
。�

　
「
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン（
仮

設
展
示
）」
、
「
展
示
・
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
応
用
）
」
、

「
映
像
」
、
「
演
奏
・
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
（
演
技
）
」
の
四
ジ

ャ
ン
ル
に
わ
た
る
作
品
群
は
、

そ
れ
ぞ
れ
手
技
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
の
利
用
に
よ
っ
て
、
独
創
的

な
発
想
を
個
性
的
な
表
現
と
し

て
提
示
し
て
い
た
。�

　
メ
デ
ィ
ア
科
学
科
の
卒
業
展

ら
し
さ
は
、
大
半
が
一
方
的
に

見
せ
る
作
品
で
な
く
、
観
客
が

参
加
し
操
作
す
る
参
加
型
・
双

方
向
型
だ
っ
た
こ
と
、音
・
光
・

映
像
の
多
用
に
よ
る
感
覚
器
官

へ
の
強
い
訴
求
と
い
っ
た
と
こ

ろ
に
み
ら
れ
た
。
こ
の
展
覧
会

自
体
を
パ
ソ
コ
ン
や
ネ
ッ
ト
上

で
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
す
る
と
い
う

作
品
な
ど
も
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト

展
な
ら
で
は
と
い
え
よ
う
。�

�

�
�
�
�
�
�
�
　金村さんは1964年東京生まれの写真家。独特の視点から
都市の日常的風景をスナップショットしたモノクローム写
真で知られ、2000年に第19回土門拳賞を受賞している。�
�
�
�
�
　宇川さんは1968年香川県生まれ。デザイン、ビデオ制作、
イベント企画など多ジャンルにまたがる作家。本展では鶉
（うずら）によるライブパフォーマンスを公開する。�
�
�
�
�
　ワイルダーさんは1967年スコットランド生まれの美術家。
木片など素朴な素材を釘や接着剤などを使わず、建築力学
的なバランスで組み上げた作品により会場を構成する。�

�
�
�
�
�
�
�
　大泉さんは1964年宮城県生まれ、本学情報科学部メディ
ア科学科助教授。会場の観客の動きで図形の描き方が変わ
る、ドローイングマシン（描画機械）のインスタレーション。�
�
�
�
�
　作家・画家赤瀬川原平さん、美術家秋山祐徳太子さん、
写真家高梨豊さんによる私的写真結社。前回の「東京涸井
戸鏡（カレイドスコープ）」続編となる都内、首都近郊の写真。�
�
�
�
�
　巖谷さんは1943年東京生まれのフランス文学者・評論家
でシュルレアリスム関係の訳著が多い。初の美術論集所載
の多彩で個性的なジャンルの美術家たちによる展覧会。�

第61回�４月12日（月）～５月15日（土）�
金村修展� 【写真】�

第62回�５月24日（月）～６月19日（土）�
宇川直宏展� 【ライブパフォーマンス】�

第63回�６月28日（月）～７月31日（土）�
アニアス・ワイルダー展� 【インスタレーション】（仮設展示）�

第64回�９月13日（月）～10月９日（土）�
大泉和文展� 【メディアアート】�

第65回�10月18日（月）～11月13日（土）�
ライカ同盟展� 【写真】�

第66回�11月29日（月）～１月８日（土）�
巖谷國士美術論集『封印された星』出版記念展�【総合】�

Ｃ・スクエア企画展�Ｃ・スクエア企画展�
名古屋キャンパスのアートギャラリー�

※下記予定は変更する場合があります。※入場無料。日曜・祝日は休館。�

個性的な作品が並んだメディア
科学科初の卒業制作展�

志
野
茶
碗
に
は
自
由
で�

日
本
的
な
思
考
が
凝
縮�

重要無形文化財保持者（志野）�

鈴木　藏さ　�　ん�

「志野に生きる」�
～志野から教えられ学んだこと～�

文化・芸術・教育シリーズ ◯�31

メ
デ
ィ
ア
科
学
科�

初
の
卒
業
制
作
展�

音
・
光
・
映
像
で
迫
る�
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Ｃ・スクエアの展示室内�



　
二
〇
〇
四
年
度
入
学
試
験
で

は
、
私
立
大
学
全
体
の
志
願
者

数
が
平
均
五
％
減
少
す
る
中
、

本
学
志
願
者
数
は
大
幅
に
増
加

し
た
。�

　
志
願
者
数
の
試
験
区
分
別
の

内
訳
は
、
推
薦
入
試
三
、三
四

四
人（
前
年
比
一
七
〇
人
増
）、

一
般
入
試
前
期
一
二
、二
九
二

人
（
同
八
〇
六
人
減
）、一
般
入

試
中
期
一
四
八
人
（
本
年
度
の

み
）、一
般
入
試
後
期
一
、五
七

二
人（
同
二
九
〇
人
増
）、セ
ン

タ
ー
試
験
利
用
入
試
前
期
六
、

三
四
八
人
（
同
二
、
六
二
四
人

増
）
、
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入

試
後
期
一
、三
〇
九
人（
同
七
一

八
人
増
）。
特
に
セ
ン
タ
ー
試

験
利
用
入
試
の
伸
び
が
大
き
く
、

総
志
願
者
の
三
割
を
占
め
た
。

セ
ン
タ
ー
試
験
の
全
国
平
均
点

が
前
年
に
比
べ
高
か
っ
た
た
め
、

受
験
生
が
同
利
用
入
試
に
積
極

的
に
出
願
し
た
、
と
入
試
セ
ン

タ
ー
で
は
み
て
い
る
。�

　
定
員
に
対
す
る
志
願
倍
率
は

全
体
で
九
・
一
倍
、
高
い
順
に

健
康
科
学
科
（
一
六
・
一
倍
）
、

国
際
英
語
学
科
（
一
三
・
五
倍
）
、

心
理
学
科
（
一
二
・
八
倍
）
で
、

五
学
科
で
一
〇
倍
を
超
え
た
。�

��

　
本
学
社
会
科
学
研
究
所
と
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
セ
ン
ト
ラ
ル
・

ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
大
学
の
共

同
研
究
に
よ
る
四
冊
目
の
著
書

「T
O
D
A
Y
'S

　JA
PA
N

―�
Legal and Social Reform

―
」（
写
真
）が
刊
行
さ
れ
た
。�

　
共
同
研
究
は
、
社
会
科
学
研

究
所
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
部
会

と
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
大
学
の

Ｄ
・
マ
イ
ヤ
ー
ズ
教
授
を
中
心

と
す
る
グ
ル
ー
プ
が
一
九
八
七

年
か
ら
実
施
。
今
回
は
、
日
本

の
規
制
緩
和
や
司
法
改
革
な
ど

に
つ
い
て
研
究
し
た
成
果
を
、

石
堂
功
卓
法
学
部
教
授
と
マ
イ

ヤ
ー
ズ
教
授
が
編
者
と
な
っ
て

ま
と
め
て
い
る
。�

　
マ
イ
ヤ
ー
ズ
教
授
は
十
二
月

十
二
日
、
本
学
を
訪
れ
、
出
版

祝
賀
会
に
出
席
し
た
。�

　
学
生
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
を

対
象
と
し
た
教
育
懇
談
会
の
二

〇
〇
四
年
度
の
日
程
が
決
ま
っ

た
。�

　
主
催
は
、
中
京
大
学
教
育
後

援
会
（
四
月
一
日
付
で
中
京
大

学
父
母
会
か
ら
名
称
変
更
）
。

六
月
十
二
日
か
ら
八
月
八
日
ま

で
に
全
国
二
十
九
都
市
三
十
二

会
場
で
開
き
、
教
職
員
が
本
学

の
教
育
や
学
生

生
活
の
概
要
な

ど
を
説
明
。
学
業
、

学
生
生
活
、
就

職
な
ど
の
相
談

コ
ー
ナ
ー
を
設

け
る
。�

　
　
　
◆�

　
　
　
　
　
　
　
教
育
懇
談
会

に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

校
友
会
本
部
（
電
話
〇
五
二
―

八
三
五
―
七
一
四
〇
）
に
お
願

い
し
ま
す
。�

学　部�学　　科�2004年度�2003年度� 増減�

文�
言語表現�

日  本  文�

２
０
０
４
年
度
入
試
の
志
願
者
数（
▲
は
減
）�

国際英語�

心　理�

国際英語�

英米文化�

心　　理�

社　会�社　　会�

法� 法　　律�

経　済�経　　済�

経　営�経　　営�

商� 商�

生命システム工�身体システム工�

情  報  科�

情報科�認  知  科�

メディア科�

体　育�
体  育  科�

健  康  科�

合　　計�

都道府県・市� 開催都市� 開催日� 会　　　場�

パレスホテル大宮�埼 玉 �大宮市�

水戸京成ホテル�茨 城 �水戸市�

津都ホテル�三 重 ② � 津市�

フレックスホテル�三 重 ① � 松阪市�

松江東急イン�島 根 �松江市�

ホテルニューオータニ鳥取�鳥 取 �鳥取市�

ホテルサンルート長野�長 野 �長野市�

城山観光ホテル�鹿 児 島 �鹿児島市�

ホテル談露館�山 梨 �甲府市�

シティINN和歌山�和 歌 山 �和歌山市�

富士グランドホテル�京 都 �福知山市�

名鉄トヨタホテル�愛 知 ① � 豊田市�

ホテルサンガーデン姫路�兵 庫 �姫路市�

長崎ワシントンホテル�長 崎 �長崎市�

山口グランドホテル�山 口� 小郡町�

秋田ビューホテル�秋 田� 秋田市�

ホテルメトロポリタン山形�山 形 �山形市�
ホテルアソシア高山リゾート�岐 阜 ① � 高山市�

国際ホテル高知�高 知 �高知市�

松山全日空ホテル�愛 媛 �松山市�
福井ワシントンホテル�福 井 �福井市�
ホテルグランコート名古屋�名古屋①�（法・経済）�

名古屋観光ホテル�名古屋②�（経営・商）�

ホテルキャッスルプラザ�名古屋③�（文・社・国際・心）�

名古屋観光ホテル�名古屋④�（生命・情・体）�

岐阜グランドホテル�岐 阜 ② � 岐阜市�

金沢全日空ホテル�石 川� 金沢市�

オークラアクトシティホテル浜松�静 岡 ① � 浜松市�

ホテルセンチュリー静岡�静 岡 ② � 静岡市�

ロワジールホテルオキナワ�沖 縄 �那覇市�

大分全日空ホテルオアシスタワー�大 分 �大分市�

ホテルアソシア豊橋�愛 知 ② � 豊橋市�

2004年度 教育懇談会の日程�

※開催時間はいずれも午前11時～午後３時（那覇市のみ午後2時まで） �
※名古屋地区の開催都市欄は対象学部です�

全
国
の
　
都
市
で�

　
月
か
ら
教
育
懇
談
会�

就
職
相
談
コ
ー
ナ
ー
も�

本
学
と
豪
・
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
大
学�

石
堂
教
授
ら
参
画�

日
本
の
司
法
や
社
会
改
革
で�

共
同
研
究
の
四
冊
目
を
刊
行�
倍強�生命システム�

工学部（新設）�

全体倍率は�

'04年度入試の志願者数�
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書
道
部
で
は
、
部
員
一
人
ひ

と
り
が
自
分
の
好
き
な
言
葉
を

選
び
、
先
生
、
先
輩
方
に
ご
指

導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
作
品

を
作
り
上
げ
ま
し
た
。
書
に
は

作
者
の
人
格
が
表
れ
ま
す
。
今

回
の
展
覧
会
で
は
一
つ
一
つ
味

の
あ
る
作
品
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
た
と
思
い
ま
す
。�

　
期
間
中
、
来
場
者
の
皆
さ
ん

か
ら
良
き
批
評
を
い
た
だ
い
た

こ
と
は
、
部
員
一
同
、
嬉
し
い

限
り
で
し
た
。�

（
心
理
２
・
澤
田
健
）�

　
第
四
十
二
回
梅
村
学
園
美
術

展
が
一
月
二
十
八
日
か
ら
二
月

一
日
ま
で
、
名
古
屋
市
博
物
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
五
日
間

で
四
百
人
を
超
え
る
来
場
者
が

あ
り
ま
し
た
。�

　
こ
の
展
覧
会
は
、
中
京
大
学

と
附
属
中
京
高
等
学
校
の
美
術

部
・
書
道
部
・
写
真
部
が
合
同

で
行
う
展
示
会
で
、
梅
村
清
弘

総
長
（
美
術
）
や
河
村
佳
則
氏

（
美
術
）
か
ら
も
賛
助
作
品
が

寄
せ
ら
れ
、
盛
大
に
開
か
れ
ま

し
た
。�

　
今
回
、
四
十
二
回
目
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
ご
来

場
い
た
だ
い
た
方
々
、
指
導
し

て
く
だ
さ
っ
た
先
生
、
先
輩
た

ち
の
お
か
げ
で
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

（
美
術
部
・
書
道
部
・
写
真
部
）�

　
写
真
部
は
展
覧
会
に
出
品
す

る
作
品
を
決
め
る
に
あ
た
っ
て
、
『
セ
レ
ク
ト
』
と
い
う
批
評
会

を
部
員
全
員
で
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
部
員
の
レ
ベ
ル
向

上
に
も
繋
が
り
、
梅

美
展
に
は
、
個
性
を

生
か
し
た
作
品
を
出

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
他
ク
ラ
ブ
と
の

交
流
で
、
芸
術
面
の

広
が
り
を
得
る
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。�

　
迫
力
あ
る
写
真
を
、

次
回
ぜ
ひ
見
に
来
て

く
だ
さ
い
。�

（
心
理
２
・
伊
藤
英
明
）�

　
私
た
ち
演
劇
部
○
ビ
ギ
ン
ザ

キ
ッ
ド
は
、
四
月
に
豊
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
新
入
生
歓
迎
公
演
、

六
月
と
十
月
に
は
定
期
公
演
、

十
二
月
に
は
卒
業
公
演
と
年
に

四
回
の
公
演
を
行
っ
て
い
ま
す
。

去
年
は
時
代
劇
か
ら
学
園
も
の
、

Ｓ
Ｆ
な
ど
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の

芝
居
を
、
笑
い
あ
り
、
感
動
あ

り
、
ア
ク
シ
ョ
ン
あ
り
で
お
届

け
し
ま
し
た
。�

　
ビ
ギ
ン
ザ
キ
ッ
ド
の
芝
居
の

ウ
リ
は
熱
さ
に
あ
り
ま
す
。
一

公
演
、
一
ス
テ
ー
ジ
を
部
員
全

員
、
真
剣
勝
負
で
取
り
組
み
、

部
員
た
ち
の
芝
居
に
対
す
る
熱

さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
な
ス

テ
ー
ジ
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
て

い
き
ま
す
。�

　
ぜ
ひ
私
た
ち
の
熱
い
芝
居
を

見
に
来
て
く
だ
さ
い
。�

（
社
会
２
・
服
部
旭
）�

芝�

　
梅
美
展
は
年
に
一
度
の
催
し

で
す
。
こ
の
梅
美
展
に
は
形
式

に
こ
だ
わ
ら
ず
、
個
性
を
生
か

し
た
作
品
を
出
し
ま
し
た
。
展

覧
会
場
は
の
び
の
び
と
し
た
雰

囲
気
に
包
ま
れ
、
来
場
さ
れ
た

お
客
様
に
も

楽
し
ん
で
い

た
だ
け
た
と

思
い
ま
す
。�

　
今
年
は
新

入
部
員
も
加
わ
り
ま
し
た
。
絵

画
以
外
の
事
に
も
挑
戦

し
て
お
り
、
新
し
い
力

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま

す
。�

（
英
米
文
化
２
・
冨
田
遥
）�

作者の人格も表れ、味わい
深い作品が勢ぞろい�

＝書道部の展示会場�

来
場
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
評
価
が
一
番
高
か
っ
た
新
納

重
和
さ
ん（
経
営
１
）の
作
品
「
ス
プ
リ
ン
タ
ー
」�

古
川
耕
司
さ
ん（
心
理
３
）の
作
品
。
職
人
の
熱

き
魂
を
撮
っ
た
「
宿
魂
」�

躍�動�す�る�
盛大 華麗�

次
頁
に
も
他
の
ク
ラ
ブ
の
記
事
・
写
真�

笑
い
あ
り
、感
動
も
あ
り�

　
　
部
員
す
べ
て
真
剣
勝
負�

┐
梅
美
展
└
も
活
気
ひ
と
き
わ�

渾
身
の
力
作
揃
い�

よ
り
味
わ
い
深
く�

勢
い
あ
る
挑
戦�

新
入
部
員
加
え�

個性生かした�
作品がそろう�

書道部�

美術部�

写真部�

卒業公演「壬生の刻」の一場
面。熱のこもった演技が光る�

演
劇
部 

○
Ｂ
Ｅ
Ｇ
Ｉ
Ｎ 

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｋ
Ｉ
Ｄ�

芝�
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劇
団
い
か
づ
ち
は
、
お
客
様

か
ら
観
劇
料
を
い
た
だ
く
の
で
、

お
客
様
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
た

め
に
精
一
杯
の
努
力
を
し
て
い

ま
す
。
今
回
も
、
「
師
走
公
演

を
成
功
さ
せ
る
」
た
め
に
、
役

者
と
ス
タ
ッ
フ
一
丸
と
な
っ
て
、

九
月
か
ら
練
習
や
作
業
に
集
中

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
四
回

の
ス
テ
ー
ジ
で
合
計
二
百
人
を

超
え
る
お
客
様
に
来
て
い
た
だ

き
、
大
盛
況
で
し
た
。�

　
私
は
こ
の
公
演
を
通
し
て
、

仲
間
と
一
つ
の
物
を
創
り
あ
げ

る
楽
し
さ
、
そ
し
て
自
分
に
与

え
ら
れ
た
責
任
の
重
さ
を
実
感

し
ま
し
た
。
こ
の
公
演
で
引
退

さ
れ
た
三
年
生
か
ら
今
回
学
ん

だ
こ
と
を
決
し
て
無
駄
に
せ
ず
、

次
の
公
演
に
つ
な
い
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。�

（
心
理
２
・
花
村
直
人
）�

　
毎
年
冬
の
時
季
に
行
う
「
冬

展
」
の
開
催
に
向
け
て
、
部
員

は
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
制
作
の
ほ

か
に
、
展
覧
会
に
必
要
な
道
具

の
用
意
と
情
報
宣
伝
活
動
も
行

い
ま
し
た
。�

　
美
術
ク
ラ
ブ
で
は
、
作
品
の

限
定
は
あ
り
ま
せ
ん
（
例
え
ば

油
絵
、
水
彩
画
な
ど
の
絵
画
以

外
の
制
作
で
も
良
い
）
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
で
制
作
し
た
Ｃ
Ｇ

イ
ラ
ス
ト
や
、
デ
ジ
カ
メ
で
撮

っ
た
画
像
を
編
集
し
て
作
品
と

す
る
部
員
も
い
ま
し
た
。�

　
当
日
は
、
来
場
者
が
い
つ
も

の
展
覧
会
よ
り
多
く
、
成
功
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
今

回
は
作
品
の
出
展
数
が
少
な
か

っ
た
の
で
、
次
回
は
作
品
の
数

を
増
や
す
と
い
う
目
標
を
た
て

ま
し
た
。�

（
認
知
２
・
春
田
裕
典
）�

�

　
軽
音
楽
部
は
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド

形
式
の
ジ
ャ
ズ
を
演
奏
し
て
い

ま
す
。
第
三
十
二
回
リ
サ
イ
タ

ル
は
「
楽
し
む
」
こ
と
に
重
点

を
お
き
ま
し
た
。
観
客
を
楽
し

ま
せ
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
ス
テ
ー
ジ
上

で
演
奏
し
て
い
る
部

員
も
楽
し
め
る
エ
ン

タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
性

の
高
い
リ
サ
イ
タ
ル

で
し
た
。
さ
ら
に
従

来
の
ス
ウ
ィ
ン
グ
ジ

ャ
ズ
に
加
え
、
ラ
テ

ン
や
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ

リ
ー
と
い
っ
た
新
し

い
ジ
ャ
ン
ル
に
も
挑

戦
し
ま
し
た
。�

　
部
員
が
少
な
く
、

半
数
以
上
が
初
心
者

と
い
っ
た
非
常
に
厳

し
い
状
況
で
し
た
が
、

音
楽
に
対
す
る
熱
意
を
お
互
い

に
刺
激
し
合
う
こ
と
で
最
高
の

ス
テ
ー
ジ
を
創
り
上
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。�

（
法
２
・
道
山
裕
一
）�

　
吹
奏
楽
団
は
、
コ
ン
ク
ー
ル

や
芸
文
系
ク
ラ
ブ
発
表
会
な
ど
、

学
内
外
を
問
わ
ず
、
様
々
な
所

で
演
奏
を
し
て
い
ま
す
。�

　
中
で
も
一
番
大
き
な
行
事
は

十
二
月
の
定
期
演
奏
会
で
、
毎

年
ホ
ー
ル
を
借
り
て
、
大
勢
の

お
客
様
に
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
発
表
し
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ

る
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る
曲

を
演
奏
す
る
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク

ス
テ
ー
ジ
や
、
演
奏
だ
け
で
な

く
、
動
き
や
劇
を
取
り
入
れ
た

企
画
ス
テ
ー
ジ
も
行
っ
て
い
ま

す
。�

　
昨
年
は
第
二
十
回
の
記
念
す

べ
き
定
期
演
奏
会
で

あ
っ
た
の
で
、
こ
の

二
十
年
間
に
流
行
し

た
曲
を
演
奏
し
、
四

百
人
を
超
え
る
お
客

様
に
聴
い
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。�

（
経
営
２
・
西
山
和
也
）�

400人余の聴衆を魅了した吹奏楽団の演奏�

ラ
テ
ン
な
ど
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
に
も

挑
戦
し
た
リ
サ
イ
タ
ル�

来
場
者
が
い
つ
も
よ
り
多
く

部
員
た
ち
も
満
足
の
美
術

展�

立
見
が
出
る
ほ
ど
の
盛
況
の
中
、「
明
治

キ
ョ
ウ
」
を
演
じ
る
部
員
た
ち�

文�化�会�ク�ラ�ブ�
次々に発表会�

創
造
の
喜
び
満
喫�

演劇部 劇団いかづち�

美術クラブ�

吹
奏
楽
団�

軽
音
楽
部�

　
年
間
の
流
行
曲
、滔
々
と�

力
込
め
記
念
演
奏�

お互いに切磋琢磨�
最高のステージに�

Ｃ
Ｇ
イ
ラ
ス
ト
や�

デ
ジ
カ
メ
画
像
も�

○
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人
事
を
盡
し
て
天
命
を
待
つ
。
先
ず
十
分
に

力
を
尽
く
し
て
、
結
果
は
運
命
に
任
せ
る
。
こ

の
言
葉
は
孔
子
の
教
え
を
最
も
よ
く
あ
ら
わ
し

て
い
ま
す
が
、
宋
の
胡
寅
の
歴
史
を
論
じ
た
読

史
管
見
よ
り
以
前
の
文
献
に
は
見
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
言
い
古
さ
れ
た
言
葉
で
す
が
、
味

わ
う
べ
き
人
生
訓
で
す
。�

　
来
た
る
べ
き
時
が
来
た
と
い
う
思
い
の
昨
今
、

中
京
大
学
で
人
生
の
大
半
を
過
せ
た
こ
と
は
幸

せ
だ
っ
た
と
感
謝
し
て
い
る
。
激
動
の
時
代
は

始
ま
っ
て
い
る
が
更
な
る
発
展
を
期
待
し
つ
つ

退
職
で
き
る
の
は
喜
び
で
す
が
私
も
こ
れ
が
人

生
の
終
わ
り
で
な
く
新
た
な
人
生
へ
の
序
幕
と

気
を
引
き
締
め
て
い
ま
す
。�

　
大
学
は
自
分
が
ど
の
よ
う
な

人
生
を
歩
も
う
か
考
え
る
場
で

す
。
目
標
が
決
ま
る
と
到
達
へ

の
方
法
も
探
せ
ま
す
。
で
も
こ

れ
は
人
か
ら
示
さ
れ
る
訳
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
運
や
人
に
頼
っ

て
も
成
長
し
ま
せ
ん
。
自
分
で

考
え
、
工
夫
し
、
壁
を
乗
り
越

え
る
気
力
と
努
力
が
あ
れ
ば
、

き
っ
と
道
は
開
か
れ
ま
す
。�

　
世
阿
弥
は
、
い
ま
か
ら
六
百

年
前
に
「
稽
古
は
強
か
れ
、
情

識
は
な
か
れ
」
と
い
っ
て
い
ま

す
。
稽
古
は
厳
し
く
、
し
か
し

頑
な
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
意
味
で
す
が
、
「
学
術
と

ス
ポ
ー
ツ
の
真
剣
味
の
伝
統
た

れ
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
皆
さ

ん
に
、
是
非
こ
の
言
葉
を
味
わ

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。�

　
第
一
に
、
で
き
る
だ
け
若
い

う
ち
に
得
意
と
す
る
分
野
と
課

題
を
探
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
う

す
れ
ば
関
連
の
情
報
が
目
に 

耳
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
す
。
第

二
に
具
体
的
な
目
標
を
持
っ
て

く
だ
さ
い
。
で
き
る
だ
け
長
期

の
大
き
な
夢
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

五
年
も
持
ち
続
け
る
と
、
か
な

り
の
成
果
に
な
る
は
ず
で
す
。�

　
「
若
さ
」
を
大
切
に
。
何
事
も
若
さ
に
裏
打

ち
さ
れ
た
誠
意
と
情
熱
が
あ
れ
ば
道
は
開
け
る
。

い
つ
も
ゼ
ミ
生
に
言
っ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
「
学

ぶ
時
に
は
真
剣
に
。
遊
ぶ
時
に
も
真
剣
に
」
。

メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
人
生
を
歩
む
に
は
大
切
な
処

世
訓
だ
。
そ
の
上
で
、
将
棋
の
「
歩
」
の
心
が

わ
か
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
。�

　
私
が
学
生
時
代
に
贈
ら
れ
た
幾
多
の
言
葉
の

な
か
で
記
憶
に
残
り
、
守
る
よ
う
に
心
掛
け
た

二
つ
の
言
葉
を
贈
り
ま
す
。�

　
「
酒
は
自
分
の
金
で
飲
め
」
「
卒
業
後
も
毎

夜
一
―
二
時
間
の
読
書
を
習
慣
と
せ
よ
」�

　
前
者
は
卒
業
式
で
学
長
が
、
後
者
は
あ
る
恩

師
が
授
業
で
贈
っ
て
く
れ
た
言
葉
で
す
。�

　3月いっぱいで、今年も
7人の先生方が定年を迎え、
中京大学を退職される。長
年、学生を指導し、学生と

ともにキャンパス生活を送
ってきた先生方に、「学生
に贈る一言」を書いていた
だいた。�

　
卒
業
式
で
九
人
に
博
士
の
学
位
が
授
与
さ
れ
、
二
〇
〇
三
年
度

本
学
で
の
博
士
学
位
取
得
者
は
、
九
月
に
授
与
さ
れ
た
四
人
（
広

報
１
３
７
号
で
紹
介
）
と
合
わ
せ
、
十
三
人
と
な
っ
た
。�

　
競
泳
の
松
田
丈
志
さ
ん
（
体

育
学
部
一
年
）
が
、
一
月
に
行

わ
れ
た
短
水
路
（
二
十
五
㍍
）

の
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ

（
Ｗ
杯
）

ベ
ル
リ
ン

大
会
と
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大
会

で
計
三
つ
の
日
本
新
記
録
を
樹

立
し
た
。�

　
種
目
と
記
録
は
、
千
五
百
㍍

自
由
形
14
分
45
秒
94
、
二
百
㍍

自
由
形
１
分
46
秒
07
、
二
百
㍍

バ
タ
フ
ラ
イ
１
分
53
秒
67
。
自

由
形
は
そ
れ
ぞ
れ
三
位
と
六
位

で
入
賞
、
バ
タ
フ
ラ
イ
は
優
勝

し
た
。�

��

　
博
士（
認
知
科
学
）�

　
白
水
　
始
さ
ん�

　
中
京
大
学
情
報
科
学
部
講
師

▽
名
古
屋
大
学
文
学
研
究
科
修

士
課
程
修
了
。
34
歳
。
学
位
論

文
「
協
調
学
習
に
お
け
る
理
解

深
化
過
程
の
分
析
」
。�

　
博
士（
体
育
学
）�

　
本
田
　
亜
紀
子
さ
ん�

　
豊
田
工
業
高
等
専
門
学
校
非

常
勤
講
師
▽
中
京
大
学
体
育
学

研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
31
歳
。

学
位
論
文
「
ハ
イ
イ
ン
パ
ク
ト

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
卵
巣
摘
出

ラ
ッ
ト
の
骨
に
お
よ
ぼ
す
影
響

に
つ
い
て
」
。�

��

　
博
士（
文
学
）�

　
康
　
林
さ
ん�

　
中
京
大
学
文
学
研
究
科
博
士

後
期
課
程
▽
同
研
究
科
修
士
課

程
修
了
。
40
歳
。
学
位
論
文
「
川

端
文
学
と
東
洋
思
想
」
。�

　
博
士（
社
会
学
）�

　
坂
田
　
謙
司
さ
ん�

　
中
京
大
学
社
会
学
研
究
科
博

士
後
期
課
程
▽
関
西
大
学
総
合

情
報
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。

44
歳
。
学
位
論
文
「
『
声
』
の

自
主
メ
デ
ィ
ア
生
成
の
ダ
イ
ナ

ミ
ク
ス
」
。�

　
李
　
黎
明
さ
ん�

　
中
京
大
学
社
会
学
研
究
科
博

士
後
期
課
程
▽
同
研
究
科
修
士

課
程
修
了
。
38
歳
。
学
位
論
文

「
改
革
期
に
お
け
る
中
国
の
『
単

位
保
障
』
に
関
す
る
研
究
」
。�

　
博
士（
経
営
学
）�

　
濱
島
　
肇
さ
ん�

　
中
京
大
学
経
営
学
研
究
科
博

士
後
期
課
程
満
期
退
学
。58
歳
。

学
位
論
文
「
自
動
車
解
体
作
業

の
活
性
化
に
関
す
る
研
究
」
。�

　
神
田
　
善
郎
さ
ん�

　
中
京
大
学
経
営
学
研
究
科
博

士
後
期
課
程
▽
同
研
究
科
修
士

課
程
修
了
。
56
歳
。
学
位
論
文

「
生
産
財
企
業
に
お
け
る
購
買

取
引
に
関
す
る
信
頼
の
形
成
・

維
持
の
研
究
」
。�

　
博
士（
情
報
科
学
）�

　
宮
阪
　
健
夫
さ
ん�

　
中
京
大
学
情
報
科
学
研
究
科

博
士
後
期
課
程
▽
同
研
究
科
修

士
課
程
修
了
。
28
歳
。
学
位
論

文
「
実
時
間
３
次
元
計
測
装
置

の
開
発
と
そ
の
応
用
」
。�

　
博
士（
体
育
学
）�

　
呂
　
中
凡
さ
ん�

　
中
京
大
学
体
育
学
研
究
科
博

士
後
期
課
程
▽
藩
陽
体
育
学
院

修
士
課
程
修
了
。
38
歳
。
学
位

論
文
「E

x
p
ertise 

an
d
 

V
isu
al 
In
form

ation
 

P
rocessing in Sports

」
。�

文
学
部
教
授�

藤
澤
　
弘
昌�

心
せ
よ
┐
盡
人
事
而
待
天
命
└�

教
養
部
教
授�

前
川
　
　
漸�

体
育
学
部
教
授�

武
田
　
　
徹�

体
育
学
部
教
授�

木
村
　
吉
次�

経
済
学
部
教
授�

鐘
ヶ
江
　
毅�

昂
然
と
┐
未
知
な
る
世
界
へ
└�

法
学
部
教
授�

石
堂
　
功
卓�

┐
学
び
└ ┐
遊
び
└
共
に
真
剣
に�

得意分野の課題探そう�

己に厳しく、頑なでなく�

工夫と気力で道開こう�

教
養
部
教
授�

精
園
　
修
三�

毎
夜
一
〜
二
時
間
の
読
書
を�

定年退職 　教授�

学生へ惜別の辞�

松
田
丈
志
選
手
　  

が�

短
水
路
で
日
本
新
３�

（
体
１
）�

Ｗ杯�

博
士
学
位�

人
に�

論
文
博
士�

課
程
博
士�
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司
会
放
送
部
は
毎
年
二
回
、

定
期
公
演
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
ク
リ
ス
マ
ス
。

観
に
来
て
く
れ
た
人
を
い
か
に

楽
し
ま
せ
る
か
、
ま
た
、
そ
の

人
た
ち
の
た
め
に
な
る
か
を
第

一
に
、
内
容
を
考
え
ま
し
た
。�

　
公
演
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
に

お
勧
め
の
デ
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
や

プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
、
事
前
に
行

っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
ラ
ン

キ
ン
グ
形
式
で
紹
介
し
た
り
、

ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
ゲ
ー

ム
な
ど
を
し
ま
し
た
。
今
回
は

私
た
ち
に
と
っ
て
、
あ
ま
り
満

足
の
い
く
出
来
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
観
に
来
て
く
れ

た
人
の
多
く
が
、
「
楽
し
か
っ

た
」「
た
め
に
な
っ
た
」
と
言
っ

て
く
れ
た
の
が
幸
い
で
し
た
。�

（
心
理
１
・
兵
藤
潤
一
）�

　
中
京
大
、
名
古
屋
大
、
金
城

大
、愛
知
大
の
松
尾
流
茶
道
部

が
合
同
で
八
月
八
日
か
ら
十
日

ま
で
の
三
日
間
、
名
古
屋
テ
レ

ビ
塔
で
清
涼
茶
会
を
開
催
し
ま

し
た
。�

　
三
年
生
の
部
員
を
中
心
に
四

月
か
ら
計
画
し
、
準
備
に
あ
た

り
ま
し
た
。
各
大
学
で
庭
を
そ

れ
ぞ
れ
作
っ
た
り
し
て
、
持
ち

味
を
生
か
し
た
茶
会
を
作
り
上

げ
ま
し
た
。�

　
例
年
は
地
上
百
㍍
展
望
バ
ル

コ
ン
で
開
催
し
、
景
色
を
眺
め

な
が
ら
抹
茶
を
味
わ
っ
て
い
た

だ
け
ま
す
が
、
こ
の
日
は
台
風

の
影
響
で
、
会
場
は
三
階
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
ご

来
場
い
た
だ
い
て
盛
況
裏
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

（
経
済
２
・
志
津
野
優
詞
）�

１年次� 2年次� 3年次� 4年次� 合計�年次�項目�

2年次� 3年次� 4年次�年次�項目�

授
業
料�

授
業
料�

教
育
充
実
費�

実
験
実
習
費�

合
計�

教
育
充
実
費�

実
験
実
習
費�

合
計�

オリエンテー�
ション実習費�

海外研修費�

海外研修費�

   入学金�

体育学部特別施設設備費�

体育学部特別施設設備費�

 
 

  

  

 
 

 
 

  
   

   

社会・法・経済・経営・商学部�

社会・法・経済・商学部�

経営学部�

経営学部�

文学部�

文学部�

文学部�

国際英語学部（国際英語）�
国際英語学部（英米文化）�
心理学部�

心理学部�

心理学部�

心理学部�

情報科学部�
生命システム工学部�
体育学部�

社会・法・経済・経営・商学部�

社会・法・経済・経営・商学部�

文・社会・法・経済・経営・商学部�

文学部�

文学部�

国際英語学部（国際英語）�
国際英語学部（英米文化）�

国際英語学部（国際英語）�

国際英語学部（国際英語）�

国際英語学部（国際英語）�

国際英語学部（英米文化）�

国際英語学部（国際英語）�
国際英語学部（英米文化）�

心理学部�
情報科学部�
体育学部�

心理学部�
情報科学部�
体育学部�

社会・法・経済・経営・商学部�
文学部�
国際英語学部（国際英語）�

国際英語学部（国際英語）�

国際英語学部（英米文化）�

国際英語学部（国際英語）�
国際英語学部（英米文化）�

心理学部�
情報科学部（情報科・認知科）�
情報科学部（メディア科）�

情報科学部（情報科・認知科）�
情報科学部（メディア科）�

心理学部�
情報科学部（情報科・認知科）�
情報科学部（メディア科）�

生命システム工学部�
体育学部�

生命システム工学部�
体育学部�

情報科学部（情報科・認知科）�
情報科学部（メディア科）�
生命システム工学部�
体育学部�

体育学部�

情報科学部（情報科・認知科）�
情報科学部（メディア科）�
体育学部�

公演を前に音楽を流す機材の操作を
確認する部員�

手
作
り
の
会
場
で
お
茶
を

た
て
る
茶
道
部
員（
右
）�

在学生の学費�

入学生の４年間学費� （単位・円）�

（単位・円）�

本学の学費�学部・学科別�

文
化
会
ク
ラ
ブ
の
発
表
会（
前
頁
の
続
き
）�

観客とゲームも�

「楽しかった」�
の一言に満足�

司
会
放
送
部�

雨
で
急
拵
え
の
会
場
に�

来
場
者
は
次
々
、大
盛
況�

茶
道
部�
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今
秋
か
ら
来
春
に
か
け
、
名
古
屋
、
豊
田
両
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
公
共
交
通
ア
ク
セ
ス
が
ぐ
ん
と

向
上
、
便
利
に
な
る
。
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
前
に
は
地
下
鉄
の
延
伸
で
で
き
る
八
事
新
駅
が
、
豊

田
キ
ャ
ン
パ
ス
近
く
に
も
愛
知
環
状
鉄
道
に
新
設
さ
れ
る
貝
津
新
駅
が
完
成
、
オ
ー
プ
ン
す
る
。�

　
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
前
の
山

手
通
り
下
に
で
き
る
八
事
新
駅

は
、
全
国
初
の
環
状
運
転
地
下

鉄
と
な
る
名
城
線
の
駅
で
、
既

設
の
鶴
舞
線
八
事
駅
と
直
結
、

一
大
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
な
る
。�

　
開
通
予
定
は
十
月
で
、
名
城

線
の
未
開
通
区
間
、
名
古
屋
大

学
―
八
事
―
新
瑞
橋
五
・
六
㌔

が
完
成
、
名
古
屋
都
心
と
周
辺

を
一
回
り
す
る
二
六
・
四
㌔
の

環
状
運
転
が
始
ま
る
。�

　
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
す
ぐ
前
に
新

駅
へ
の
出
入
り
口
が
で
き
、
道

路
反
対
側
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
な

ど
の
教
育
棟
「
Ｃ
ア
ネ
ッ
ク
ス
」

ビ
ル
と
は
地
下
通
路
で
直
接
結

ば
れ
る
。�

　
一
方
、
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の

新
し
い
玄
関
口
と
な
る
貝
津
新

駅
（
豊
田
市
貝
津
町
片
坂
）は
、

キ
ャ
ン
パ
ス
の
南
約
六
百
㍍
、

保
見
―
四
郷
駅
の
間
に
来
春
三

月
オ
ー
プ
ン
す
る
。�

　
愛
知
環
状
鉄
道
は
一
九
八
八

年
に
開
業
、
Ｊ
Ｒ
中
央
線
高
蔵

寺
―
瀬
戸
―
新
豊
田
―
Ｊ
Ｒ
東

海
道
線
岡
崎
を
結
び
、
来
年
開

催
さ
れ
る
万
国
博
覧
会
「
愛
・

地
球
博
」
の
長
久
手
会
場
へ
の

足
と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。�

　
附
属
中
京
高
に
フ
ィ
ギ
ュ
ア

ス
ケ
ー
ト
界
期
待
の
男
子
ジ
ュ

ニ
ア
、小
塚
崇
彦
君
（
名
古
屋
・

汐
路
中
）
が
入
学
を
決
め
た
。�

　
小
塚
君
は
、
安
藤
美
姫
さ
ん

を
指
導
す
る
小
塚
嗣
彦
さ
ん（
六

八
年
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
五
輪
代
表
）

の
長
男
。
嗣
彦
さ
ん
と
母
親
の

コ
ー
チ
幸
子
さ
ん
の
指
導
で
頭

角
を
現
し
、
昨
年
九
月
の
ジ
ュ

ニ
ア
グ
ラ
ン
プ
リ
メ
キ
シ
コ
大

会
で
準
優
勝
、
二
月
の
全
国
中

学
大
会
で
は
大
会
初
と
な
る
３

連
覇
を
達
成
し
、
圧
倒
的
な
強

さ
を
見
せ
た
。�

　
「
父
が
目
標
」
と
、
二
年
後

の
ト
リ
ノ
五
輪
を
め
ざ
し
練
習

に
励
ん
で
い
る
。�

　
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
界
の

新
星
、
附
属
中
京
高
一
年
の
安

藤
美
姫
（
み
き
）
さ
ん
が
三
月

初
め
、
オ
ラ
ン
ダ
・
ハ
ー
グ
で

開
か
れ
た
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手

権
を
制
し
て
初
優
勝
し
た
。�

　
名
古
屋
出
身
の
安
藤
さ
ん
は
、

城
山
中
三
年
だ
っ
た
昨
シ
ー
ズ

ン
、
女
子
で
初
め
て
４
回
転
ジ

ャ
ン
プ
を
成
功
さ
せ
、

世
界
中
を
驚
か
せ
た
。

日
本
ジ
ュ
ニ
ア
を
３

連
覇
し
、
十
二
月
の

全
日
本
選
手
権
も
強

豪
を
圧
倒
し
て
初
優
勝
。

十
六
歳
で
押
し
も
押

さ
れ
も
せ
ぬ
ト
ッ
プ

プ
レ
ー
ヤ
ー
の
座
に
踊
り
出
た
。�

　
三
月
二
十
二
日
か
ら
ド
イ
ツ
・

ド
ル
ト
ム
ン
ト
で
開
か
れ
た
世

界
選
手
権
で
も
優
勝
候
補
の
一

人
に
挙
げ
ら
れ
、
ス
ケ
ー
ト
フ

ァ
ン
の
期
待
は
膨
ら
む
一
方
。

安
藤
さ
ん
は
、
マ
ス
コ
ミ
の
取

材
に
「
世
界
の
人
々
に
私
の
ス

ケ
ー
ト
を
見
て
も
ら
え
る
こ
と

は
幸
せ
。
感
動
を
与
え
ら
れ
る

よ
う
に
楽
し
く
滑
り
た
い
」
と

目
を
輝
か
せ
て
い
る
。�

名古屋�

金山�

御器所�

野並�

八事�

赤池�

浄水�

豊田市�

岡崎�

至豊橋�
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